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１ミルナ・マック裁判に有罪判決

Ｇグアテマラの人何と出会う旅報告

ｇＣＯＮｌＣと村の様子

川グアテマラ先住民の識字教育

１４ボリヴィア大統領選挙とその後

１５からみ亭ミドリの映画帖（第９回）

新川志保子
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★ミルナ・マック裁判に有罪判決★

文
化
人
類
学
者
ミ
ル
ナ
・
マ
ッ
ク
殺
害

事
件
で
、
殺
害
を
計
画
し
命
令
し
た
容
疑

者
に
対
す
る
裁
判
が
９
月
３
日
よ
り
始
ま

り
、
１
月
に
お
よ
ぶ
公
判
の
後
今
月
、
月

３
日
に
判
決
が
下
っ
た
。

ミ
ル
ナ
・
マ
ッ
ク
は
、
内
戦
中
軍
に
よ

る
焦
土
作
戦
で
避
難
民
と
な
り
ジ
ャ
ン
グ

ル
や
山
中
に
逃
げ
込
ん
だ
人
た
ち
の
状
況

を
調
査
し
た
グ
ア
テ
マ
ラ
人
の
文
化
人
類

学
者
で
、
１
９
９
０
年
９
月
勤
務
先
で
あ

る
グ
ア
テ
マ
ラ
社
会
科
学
研
究
所
（
Ａ
Ｖ

Ａ
Ｎ
Ｃ
ｓ
ｏ
）
を
出
た
直
後
を
襲
わ
れ
、

刀
ヶ
所
以
上
刺
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の

後
妹
の
ヘ
レ
ン
・
マ
ッ
ク
が
事
件
の
真
相

を
究
明
し
、
犯
人
の
逮
捕
と
裁
判
を
求
め

て
立
ち
上
が
っ
た
。
事
件
の
２
年
後
に
は

実
行
犯
で
あ
る
ノ
エ
ル
・
デ
・
ヘ
ス
ス
・

ベ
テ
タ
軍
曹
を
計
扣
年
の
懲
役
刑
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
事
件
は
章
に
よ

る
組
織
的
な
政
治
的
暗
殺
で
あ
る
と
し

て
、
殺
害
を
計
画
・
命
令
し
た
軍
高
官
へ

の
裁
判
も
要
求
し
て
い
た
。
こ
れ
が
内
戦

◆
グ
ア
テ
マ
ラ
◆

ミ
ル
十
・
マ
ヅ
ワ
裁
判
に

有
罪
判
決

新
川
志
保
子

後
も
大
き
な
権
力
を
維
持
し
て
い
る
軍
の

責
任
を
追
及
す
る
裁
判
で
あ
る
こ
と
と
、

グ
ア
テ
マ
ラ
で
司
法
制
度
が
し
か
る
べ
く

機
能
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
裁
判

は
ず
っ
と
延
期
さ
れ
て
き
た
が
、
事
件
か

ら
ｎ
年
が
経
過
し
た
今
年
９
月
に
や
っ
と

公
判
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
だ
。

被
告
は
軍
の
諜
報
活
動
の
中
枢
で
あ
る

大
統
領
参
謀
本
部
（
Ｅ
Ｍ
Ｐ
）
の
当
時
の

長
で
あ
っ
た
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ゴ
ド
イ
・
ガ

イ
タ
ン
将
軍
、
Ｅ
Ｍ
Ｐ
の
中
で
Ｇ
‐
２
と

し
て
知
ら
れ
る
大
統
領
保
安
局
（
Ｄ
Ｓ
Ｐ
、

元
ア
ル
チ
ー
ボ
）
の
長
で
あ
っ
た
フ
ア
ン

・
バ
レ
ン
シ
ア
・
オ
ソ
リ
オ
大
佐
、
副
長

で
あ
っ
た
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
オ
リ
ー
バ
・
カ

レ
ー
ラ
大
佐
の
三
人
。

一
ヶ
月
に
お
よ
ん
だ
公
判
で
は
、
内
戦

中
の
軍
に
よ
る
反
乱
鎮
圧
戦
略
、
安
全
保

障
ド
ク
ト
リ
ン
、
避
難
民
の
扱
い
、
そ
れ

と
ミ
ル
ナ
・
マ
ッ
ク
の
調
査
と
の
関
係
、

そ
し
て
軍
諜
報
活
動
と
軍
の
指
揮
系
統
に

つ
い
て
な
ど
が
、
証
言
や
提
出
さ
れ
た
証

拠
を
も
と
に
検
討
さ
れ
た
。

９
月
３
日
（
火
）
公
判
が
始
ま
っ
た
。

裁
判
の
手
順
は
、
訴
訟
審
査
の
後
被
告
証

言
が
あ
り
、
そ
の
後
双
方
の
証
人
に
よ
る

証
言
と
尋
問
、
証
拠
書
類
の
読
み
上
げ
が

行
わ
れ
、
そ
し
て
判
決
と
な
る
。

繍
蝋
鋳
鍵
鱸
鰯
鶴
灘
蕊
証
言
に
よ
る
と
、
被

告
側
の
戦
略
は
、
①
Ｅ
Ｍ
Ｐ
の
任
務
は
大

統
領
の
護
衛
の
み
で
軍
と
は
独
立
し
た
機

関
で
あ
る
こ
と
②
Ｅ
Ｍ
Ｐ
は
一
切
の
課

灘
職
繊
蕊
蕊
騨
鱗
辮
鑛
原
告
側
は
、
こ
の
一
一
一

人
の
被
告
の
容
疑
を
確
定
す
る
た
め
に
、

①
Ｅ
Ｍ
Ｐ
は
軍
の
一
部
で
あ
り
②
諜
報

活
動
を
行
っ
て
い
た
③
軍
の
対
ゲ
リ
ラ

戦
略
上
、
国
内
避
難
民
、
特
に
抵
抗
の
共

同
体
〈
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
の
扱
い
は
極
め
て
重
要

で
、
微
妙
な
問
題
で
あ
っ
た
。
特
に
民
政

移
管
お
よ
び
和
平
プ
ロ
セ
ス
で
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の

存
在
は
明
ら
か
に
し
た
く
な
い
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
④
Ｅ
Ｍ
Ｐ
は
こ
の
問
題
に
関
係

し
て
い
た
⑤
ミ
ル
ナ
・
マ
ッ
ク
の
調
査

は
ま
さ
に
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
お
り
、

彼
女
の
調
査
は
Ｅ
Ｍ
Ｐ
に
知
ら
れ
て
い
た

⑥
ミ
ル
ナ
殺
害
の
実
行
犯
で
あ
る
ベ
テ

タ
は
Ｅ
Ｍ
Ｐ
の
一
部
で
あ
る
Ｄ
Ｓ
Ｐ
に
属

し
て
お
り
、
バ
レ
ン
シ
ア
・
オ
ソ
リ
オ
と

オ
リ
ー
パ
・
カ
レ
ー
ラ
の
直
接
の
指
揮
下

に
あ
っ
た
。
⑦
Ｄ
Ｓ
Ｐ
お
よ
び
被
告
三
人

は
諜
報
活
動
を
し
て
い
た
。
⑧
Ｅ
Ｍ
Ｐ
の

指
揮
系
統
で
は
、
ト
ッ
プ
の
ゴ
ド
イ
・
ガ

イ
タ
ン
の
許
可
な
く
し
て
バ
レ
ン
シ
ア
と

オ
リ
ー
バ
は
ベ
テ
タ
に
殺
害
を
命
令
で
き

な
い
⑨
よ
っ
て
こ
の
３
人
が
ミ
ル
ナ
殺

害
の
責
任
者
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

報
活
動
を
し
て
い
な
い
③
避
難
民
の
問

題
と
ミ
ル
ナ
・
マ
ッ
ク
、
そ
の
調
査
に
つ

い
て
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
④
よ
っ
て

事
件
と
は
無
関
係
で
あ
る
、
と
い
う
主
張

を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

iili
こ
の
た
め
に
、
原

－１－
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★ミルナ・マック裁判に有罪判決★
告
側
は
専
門
家
と
し
て
エ
ク
ト
ル
・
グ
ラ

マ
ホ
将
軍
（
セ
レ
ソ
政
府
下
で
防
衛
長
官

だ
っ
た
。
軍
機
構
と
安
全
保
障
ド
ク
ト
リ

ン
に
つ
い
て
説
明
）
ク
ラ
ラ
・
ア
レ
ー
ナ

ス
（
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
ｓ
ｏ
所
長
・
ミ
ル
ナ
の

調
査
の
説
明
と
殺
害
前
の
尾
行
な
ど
に
つ

い
て
証
言
）
エ
ク
ト
ル
・
ロ
サ
ダ
（
軍
．
；

政
治
評
論
家
。
民
政
移
管
前
後
の
政
治
状

況
、
軍
と
政
府
と
の
関
係
、
避
難
民
問
題

な
ど
に
つ
い
て
証
言
）
ケ
イ
ト
・
ド
イ
ル

（
米
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
ア
ー
カ
イ
ブ
情
報
公
開
さ
れ
た
機
密

文
書
の
分
析
。
グ
ア
テ
マ
ラ
軍
特
に
Ｅ
Ｍ

Ｐ
の
活
動
と
内
戦
中
の
軍
に
よ
る
人
権
侵

害
の
か
か
わ
り
を
証
言
）
、
ミ
ル
ナ
殺
害

時
に
そ
の
調
査
を
行
っ
た
公
共
省
の
役
人

（
ミ
ル
ナ
殺
害
前
の
尾
行
や
そ
の
方
法
、

殺
害
の
手
ロ
、
殺
害
後
の
調
査
妨
害
な
ど

か
ら
こ
の
事
件
が
組
織
的
な
暗
殺
で
あ
る

軍一一三殻・証ョＭＪ火
ま
た
、
一

般
証
人
と
し

て
、
フ
リ
オ

・
カ
プ
レ
ラ

こ
と
を
証

言
）
、
軍
諜

報
機
関
専
門

家
（
諜
報
機

関
の
機
能
と

そ
の
仕
組
み

を
説
明
）
な

ど
を
立
て
た
。

司
教
（
当
時
キ
チ
ェ
教
区
司
教
。
ミ
ル
ナ

・
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
調
査
を
依
頼
。
ミ
ル
ナ
か
ら

尾
行
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
二
日

後
に
彼
女
が
殺
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
犯
行

は
軍
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

る
こ
と
を
証
一
言
）
、
カ
ル
メ
ン
・
ロ
サ
・

デ
レ
オ
ン
（
当
時
政
府
に
よ
る
難
民
特
別

委
員
会
ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
キ

チ
ェ
県
で
難
民
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の

予
算
を
Ｅ
Ｍ
Ｐ
が
管
理
し
て
お
り
、
バ
レ

ン
シ
ア
が
そ
の
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
証

言
）
ホ
ル
ヘ
・
レ
ム
ス
（
ベ
テ
タ
と
一
緒

の
刑
務
所
に
い
た
。
ベ
テ
タ
に
ミ
ル
ナ
殺

害
に
つ
い
て
数
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
力

，
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
ビ
デ
オ
に
収
め
た
ベ
テ

タ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
明
確
に
ミ
ル

ナ
殺
害
の
命
令
を
直
接
バ
レ
ン
シ
ア
か
ら

受
け
た
こ
と
、
そ
れ
が
ゴ
ド
イ
か
ら
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ミ
ル
ナ
殺
害
の
前
も

バ
レ
ン
シ
ア
か
ら
の
命
令
で
少
な
く
と
も

犯
件
の
暗
殺
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
、
彼

は
こ
れ
ら
の
「
仕
事
」
を
す
る
た
め
に
訓

練
を
受
け
た
、
な
ど
を
語
っ
て
い
る
。
）

ピ
ル
ヒ
リ
オ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
カ
ナ
ダ
に

亡
命
。
マ
ッ
ク
家
の
向
か
い
で
新
聞
売
り

を
し
て
い
た
。
ミ
ル
ナ
の
家
が
見
張
ら
れ
、

ミ
ル
ナ
が
尾
行
さ
れ
て
い
た
の
を
目
撃
し

て
い
る
。
３
人
の
尾
行
者
の
う
ち
指
揮
を

と
っ
て
い
た
一
人
が
ベ
テ
タ
で
あ
っ
た
こ

と
を
証
言
）
、
ビ
ニ
シ
オ
・
セ
レ
ソ
（
民

政
移
管
後
初
の
大
統
領
。
政
府
と
軍
の
関

係
な
ど
を
証
言
）
な
ど
を
た
て
た
。

》
に
す
る
戦
略
が
と
ら
れ
、
大
量
虐
殺
が
繰
り

》
広
げ
ら
れ
た
。
こ
の
弾
圧
を
逃
れ
て
１
０
０

》
万
人
に
の
ぼ
る
人
た
ち
が
メ
キ
シ
コ
や
米
国
一

一
な
ど
に
難
民
、
あ
る
い
は
国
内
の
避
簸
民
と
』

》
な
っ
た
。
こ
の
中
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
山
中
に

》
逃
げ
込
ん
だ
人
た
ち
が
「
抵
抗
の
共
同
体
』

一
〈
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
を
組
織
し
た
（
主
に
キ
チ
ェ
県
）
混

一
、
軍
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
ゲ
リ
ラ
と
見
な
し
、
空
鰹
一

一
な
ど
を
続
け
た
。
メ
キ
シ
コ
な
ど
に
逃
れ
て

一
国
連
の
醗
民
駆
定
を
受
け
た
人
た
ち
と
異
な
》

》
り
、
国
際
社
会
か
ら
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
る

》
こ
と
な
く
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
人
び
と
は
過
酷
な
状

》
況
を
生
き
延
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
》

民たマ政ラ

もゲヘラ府で

ゲリ７政ゲ３

リラＯ府リ６

ラの年とう年

の影代軍勢間
シ響末が力に
ンJDSかョをわ

パあら焦蕊た
とる８土滅る
み地ｏ作す内

な域年戦ぺ鞍
しで代一くの

薔些：：′：
殺般一関ア、

し住・しテ反
dnhqf蕊鐘fq厚錘芭｡§鐘鮪謹h鰹Q(錨鰹鑑f輯勲 ｝

さ
ら
に
物
的
証
拠
と
し
て
、
原
告
側
は

真
相
究
明
委
員
会
報
告
書
『
グ
ア
テ
マ
ラ

・
沈
黙
の
記
憶
」
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
歴

史
的
記
憶
の
回
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
レ
ミ

■●け。●●●?｡■ＱＯＤ●●●中◆◆ＣＯ◆｡●●●｡◆●●●◆●白●＆■●●ｃｃ●Ｐ■■●■U

こ政こるにて

ジ
ゼ
み
ぞ
＄
召
抄 民
政
移
管
と
Ｃ
Ｐ
Ｒ
内
戦
終
結
に
向
け

の
国
際
圧
力
な
ど
も
あ
り
、
１
９
８
６
年

１
１

グ
ア
テ
マ
蝉

２
l/b'’５SロノMRKjD2I



★ミルナ・マック裁判に有罪判決★

榊
郷
譜
洞
側
訶
麺
八
ミ
ル
ナ
殺
害
の
実
行

犯
で
加
年
の
懲
役
で
服
役
中
の
ベ
テ
タ
が

証
言
。
今
回
の
証
言
で
は
、
ミ
ル
ナ
殺
害

を
拒
否
し
た
ほ
か
、
レ
ム
ス
の
ビ
デ
オ
証

言
は
、
ヘ
レ
ン
・
マ
ッ
ク
か
ら
お
金
と
ヘ

ロ
イ
ン
１
オ
ン
ス
を
渡
さ
れ
て
嘘
の
証
言

を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
も
の
だ
、
と
述

べ
た
。
だ
が
、
ビ
デ
オ
撮
影
の
年
を
ｗ
年

（
実
際
に
は
兜
年
に
）
と
答
え
る
な
ど
、

証
言
内
容
に
い
く
つ
か
の
食
い
違
い
が
あ

っ
た
。
被
告
側
は
そ
の
他
、
軍
関
係
者
を

数
人
呼
ん
だ
が
、
証
言
の
内
容
は
み
な
被

告
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
す
も
の
だ

っ
た
。

－
）
報
告
書
『
グ
ア
テ
マ
ラ
．
二
度
と
再

び
』
、
ミ
ル
ナ
の
研
究
報
告
、
米
国
で
情

報
公
開
さ
れ
た
機
密
文
書
、
グ
ア
テ
マ
ラ

軍
の
文
書
、
ベ
テ
タ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ビ

デ
オ
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
を
提
出
し

た
。

▼
関
係
者
の
。
脅
迫
公
判
が
始
ま
る
数

▼
リ
（
ア
ク
ュ
シ
ヨ
ン
裁
判
所
の
外
に
は

一
見
し
て
雇
わ
れ
た
と
分
か
る
一
団
が
連

日
来
て
い
た
が
、
「
判
事
は
買
収
さ
れ
て

い
る
」
「
軍
人
に
も
人
権
を
」
「
外
国
人
が

干
渉
し
て
い
る
」
な
ど
と
書
か
れ
た
横
断

幕
を
か
か
げ
て
い
た
。
ま
た
、
重
要
証
人

の
証
言
と
判
決
の
日
に
は
軍
関
係
者
ら
が

退
去
し
て
押
し
か
け
、
一
般
傍
聴
者
を
小

声
で
罵
っ
た
り
こ
づ
い
た
り
し
て
い
た
。

避
難
し
て
い
る
。
判
決
直
後
に
は
ミ
ル
ナ

の
娘
で
ヘ
レ
ン
・
マ
ッ
ク
と
共
に
共
同
告

訴
人
で
あ
る
ル
ク
レ
シ
ア
さ
ん
が
軍
関
係

者
に
取
り
囲
ま
れ
て
脅
迫
を
受
け
る
と
い

う
場
面
も
あ
っ
た
。
判
決
の
後
は
弁
護
士

な
ど
関
係
者
数
人
が
安
全
の
た
め
に
す
で

に
国
外
に
出
て
い
る
。

マ
メ
デ
イ
〈
ア
リ
関
心
こ
の
裁
判
は
、

グ
ア
テ
マ
ラ
国
内
へ
国
外
で
大
き
な
注
目

を
集
め
た
。
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
新
聞
・
テ

レ
ビ
が
連
日
公
判
の
進
行
を
報
道
し
て
い

た
。
プ
レ
ン
サ
・
リ
プ
レ
紙
や
エ
ル
・
ペ

リ
オ
デ
ィ
コ
紙
は
、
裁
判
だ
け
で
な
く
Ｅ

Ｍ
Ｐ
の
組
織
図
や
民
政
移
管
や
Ｃ
Ｐ
Ｒ
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
な
ど
歴
史
的
な

部
分
も
か
な
り
詳
細
な
記
事
を
掲
載
し

た
。
米
国
や
カ
ナ
ダ
の
主
要
新
聞
や
ラ
ジ

日
前
に
は
弁

護
士
の
一
人

の
家
に
銃
弾

が
撃
ち
込
ま

れ
、
公
判
中

に
は
息
子
に

メ
ー
ル
で
脅

迫
状
、
家
族

が
怪
し
い
車

に
つ
け
ら
れ

る
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
の

弁
護
士
の
家

族
は
す
で
に

米
国
に
一
時

戸
７
国
：
際
的
：
態
：
支
援
米
国
弁
護
士
人
権

委
員
会
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｌ
Ａ
ｓ
Ａ
）
、

米
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク

ス
チ
エ
ン
ジ
な
ど
が
裁
判
監
視
団
を
送
っ

た
。
ま
た
、
連
帯
組
織
は
弁
護
士
や
証
人

な
ど
関
係
者
へ
の
同
伴
活
動
を
行
っ
た

他
、
裁
判
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
グ
ァ

テ
マ
ラ
当
局
へ
の
レ
タ
ー
送
付
運
動
、
グ

ア
テ
マ
ラ
の
新
聞
へ
の
意
見
広
告
や
裁
判

監
視
を
広
く
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
公
判

が
始
ま
っ
て
か
ら
は
連
日
報
告
を
ウ
ェ
プ

ペ
ー
ジ
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
流
し
た
。

各
国
大
使
館
の
存
在
も
目
立
っ
た
。
米

国
大
使
館
は
連
日
人
権
オ
フ
ィ
サ
ー
が
傍

聴
に
来
る
な
ど
、
こ
の
裁
判
に
強
い
関
心

が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
。
公
判

中
に
国
務
省
の
高
官
が
グ
ア
テ
マ
ラ
を
訪

問
し
、
ヘ
レ
ン
・
マ
ッ
ク
、
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ

ｓ
ｏ
と
会
談
し
た
他
、
副
大
統
領
と
面
会

し
て
マ
ッ
ク
裁
判
関
係
者
の
安
全
を
確
保

す
る
よ
う
要
請
し
た
。
カ
ナ
ダ
政
府
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
さ
ら
に
顕
著
で
、
カ
ナ

ダ
に
亡
命
し
て
い
る
重
要
証
人
ピ
ル
ヒ
リ

オ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
、
今
回
の
裁
判
で
も

証
言
す
る
た
め
に
グ
ア
テ
マ
ラ
に
来
た
が

（
彼
は
現
在
カ
ナ
ダ
国
籍
）
ロ
ド
リ
ゲ
ス

が
カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て
来
て
、
証
言
を
し
、

ま
た
カ
ナ
ダ
に
戻
る
ま
で
、
大
使
館
員
が

ず
っ
と
同
行
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
と

オ
番
組
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

３
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★ミルナ・マック裁判に有罪判決★
前
後
し
て
カ
ナ
ダ
外
相
が
グ
ア
テ
マ
ラ
を

訪
問
す
る
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
判

決
の
日
に
は
米
国
、
カ
ナ
．
ダ
、
ス
エ
ー
デ

ン
の
大
使
が
傍
聴
に
来
た
。

▼
：
Ａ
鹸
久
Ａ
１
Ｎ
Ｊ
．
Ｑ
虹
母
包
○
ミ
ル
ナ
・
マ
ン

ク
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
Ａ
研

Ａ
Ｎ
ｃ
ｓ
ｏ
は
組
織
を
あ
げ
て
裁
判
の
後

方
支
援
を
行
っ
た
。
公
判
中
は
連
日
傍
聴

に
来
て
メ
モ
を
取
り
、
証
言
や
尋
問
の
内

容
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
取
り
上
げ
方
な
ど
を

DＢで小出

Ⅲ

、」し囮

亟寵ｌ園『雪

逮でｌ藍人謂

功の判麺

四歪､■刀八正

分
析
し
て
、
マ
ッ
ク
基
金
に
フ
イ
ー
ド
バ
嬉
し
い
が
、
残
り
一
一
人
が
無
罪
放
免
な
の

は
残
念
」
と
述
べ
た
。
ま
た
ミ
ル
ナ
殺
害

ツ
ク
し
た
。

は
軍
に
よ
る
組
織
的
で
政
治
的
な
暗
殺

爪
ト
キ
１
誼
」
一
二
県
内
戦
の
被
害
が
最
も
ひ
だ
、
と
軍
の
責
任
に
踏
み
込
ん
だ
判
決
の

ど
か
つ
た
県
で
あ
り
、
こ
の
ミ
ル
ナ
・
マ
内
容
は
高
く
評
価
し
た
。
ま
た
「
こ
れ
は

ツ
ク
裁
判
で
も
Ｃ
Ｐ
Ｒ
関
連
な
ど
ミ
ル
ナ
姉
一
人
だ
け
で
は
な
く
、
軍
の
犠
牲
者
と

と
そ
の
仕
事
に
関
係
の
あ
る
人
た
ち
が
た
な
っ
た
す
べ
て
の
グ
ア
テ
マ
ラ
人
に
と
つ

く
さ
ん
い
る
。
公
判
中
も
、
キ
チ
エ
県
か
て
の
勝
利
だ
」
と
述
べ
た
。
だ
が
、
被
告

ら
ず
い
ぶ
〃
と
た
く
さ
ん
の
人
が
傍
聴
に
三
人
を
全
員
有
罪
に
で
き
る
十
分
な
証
拠

来
て
い
た
。

が
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
だ
け
に
、
（
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
今
回
の
マ
ッ
ク
裁
判
で

、
『
Ⅲ
…
且
溌
蔵
蠅
涜
判
（
筏
判
事
一
一
一
人
の
多
そ
ろ
え
た
証
拠
よ
り
少
な
い
証
拠
で
、
軍

数
決
に
よ
り
、
被
告
の
う
ち
バ
レ
ン
シ
ア
責
任
者
の
有
罪
が
確
定
し
て
い
る
）
一
一
人

・
オ
ソ
リ
オ
を
有
罪
と
し
て
懲
役
加
年
の
が
無
罪
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
納
得

刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
が
、
ゴ
ド
イ
・
ガ
で
き
な
い
気
持
ち
が
強
い
。
マ
ッ
ク
基
金

イ
タ
ン
と
オ
リ
ー
バ
・
カ
レ
ー
ラ
は
証
拠
と
検
察
は
現
在
、
判
決
内
容
の
詳
細
な
分

不
十
分
で
無
罪
と
な
っ
た
。
判
決
は
ま
た
、
析
を
し
て
お
り
、
無
罪
と
な
っ
た
被
告
一
一

真
相
究
明
委
員
会
と
レ
ミ
ー
の
報
告
書
を
人
に
つ
い
て
上
告
す
る
か
ど
う
か
を
検
討

認
め
た
他
、
カ
プ
レ
ラ
司
教
や
レ
ム
ス
、

中
で
あ
る
。

ケ
イ
ト
・
ド
イ
ル
ら
の
証
言
と
ベ
テ
タ
の

今
回
の
裁
判
で
は
、
軍
組
織
の
責
任
そ

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
、
原
告
側
が
提
出
し
の
も
の
が
裁
か
れ
る
こ
と
自
体
が
グ
ァ
テ

た
証
拠
の
ほ
と
ん
ど
を
認
め
た
。
被
告
側
マ
ラ
史
上
初
め
て
の
事
件
だ
っ
た
が
、
内

の
証
人
ベ
テ
タ
の
証
言
は
真
実
で
あ
る
と
戦
中
の
軍
事
戦
略
や
諜
報
機
関
の
活
動
と

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ミ
ル
人
権
侵
害
な
ど
が
裁
判
と
い
う
公
の
場
で

ナ
・
マ
ッ
ク
殺
害
は
章
に
よ
る
「
組
織
的
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
｝
」
と
自
体
が
画

で
政
治
的
」
暗
殺
で
あ
っ
た
、
と
結
論
づ
期
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
裁
判
の
も
う

け
た
。

一
つ
の
特
徴
は
、
実
行
犯
で
は
な
く
計
画

・
命
令
の
責
任
者
、
具
ｏ
１
ｐ
員
①
扁
○
臼
呉
を
裁
く

▼
斎
判
決
；
の
；
評
Ⅲ
価
、
べ
歴
形
史
的
裁
判
へ
し
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ン
・
マ
ッ
ク
は
、
ミ
ル
ナ
が
殺
さ
れ
て
か

免
責
・
不
処
罰
が
は
び
こ
る
グ
ア
テ
マ

ら
こ
の
判
決
に
い
た
る
ｎ
年
の
苦
し
い
闇
ラ
社
会
だ
が
、
こ
れ
は
そ
れ
に
風
穴
を
開

い
を
思
い
起
こ
し
て
感
無
量
の
面
持
ち
で
け
た
歴
史
的
な
判
決
だ
っ
た
と
言
え
る
だ

「
一
人
が
有
罪
に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
ろ
う
。

-４－
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裁判が公正に行われるように米

国やカナダ、日本のＮＧＯ26団体が

共同でグアテマラの新聞プレンサ・

リブレに一面の意見広告を出しまし

た。日本からはレコムを含む四団

体の賛同がありました。掲載日は、

マック基金と相談のうえ、８月２８日

裁判の始まる－週間前でした。同

じ日に米国のラテンアメリカ･スタデ

ィーズ・アソシエーション（ＬＡＳＡ）

もアカデミアとして、マック裁判を

支持する意見広告を掲載し、二つ

の一面広告が並んで、大きなイン

パクトがあったと思います。

意見広告要約
一ｑＰ－Ｖ負い且ＡＲＰＰｖａ”￣￣Ａ－▲～いや公一PA兵凸△－ＡﾊｳﾞｸﾞｓﾑﾀﾞP--P■ハハハ･－￥ｕＬａ吊りクニ坪へ～●凸角二Ａ少件一クタロー凸角か￣ムーーーーヂらヨーゲー￣ゲムーテタ巳,やＡ■～切一ゅ内即頃Pへ■＝－％やPq吊只口氏且､ｕＰ浄ＡＰＡ八｡A伊坪■ﾀｭﾆ■こいＡＡＡハムA'“AAA￣△亀一一P戸帯PF詔~角～‐Ｐ会４－坪し－曲二P凸ニー￣●ﾀｳﾞ｡'､■全.ハム▲●■▲AA点Aハナ~■■▲のい▲｡■￣令閉酪一も

グアテマラ大統領､最高裁半'１所長官､検事総長

私たち世界の市民は､文化人類学者ミルナ･ﾏｯｸ殺害の裁判について､以下のことを訴えます。

ミルナが12年前に殺害されてから､事件の真相と貴任者の処罰を要求して闘ってきた彼女の遺族に私

たちは連帯します｡この事件はグアテマラ司法制度におけるパラダイムとなるケースです｡実行犯はすでに

有罪判決を受けており､さらにこの長い道のりで､殺害は国家のエージェントと組織によって計画されたこと

も明らかになっています。

長い間延期されてきた裁判が今回、数々の障害を乗り越えてやっと開始されようとしています。グアテマ

ラ政府は､正義を求め､免責と不処罰の栂造に対する闘いを支援する栽務があります｡国際社会の一員

として､私たちはミルナマック殺害に正義が下されるよう求めます｡また､グアテマラ国民が､３名の軍高官

に対するこの裁判の行方を監視することができるよう､また､この裁判が法制度にのっとり､証拠に基いて十

分な審理を尽くし､不偏で公正に進められるよう求めます｡すでにヘレンマックに対する脅迫はじめ､ロメロ

弁護士の自宅が銃撃されるなどの事件が起こっています｡私たちは裁判関係者の安全が保障されるよう

に要求します。

ｂ『も０：１２ぐ４口Ｔ１＄ⅢどｆＴＳ里、正宅ら宅も＄Ｊ刀ＪＢｆＰ３もくり処ＴｄＪぞｆＪｑＱぐくｆくも■タ●１１ｑくくぴぐ二屯。■●ｔ■ずＰびく。Ｔ●どこぐ。〃１６．３１汀Ⅲ匹曰矼矼ＩごＴｆこく匹印も色子ら？２ａ３Ｐ３●ｑ：。ごｑｑ印。。
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「

★グアテーマ鯵ラの人々と出会う旅報告★

'グアテマラα人々と出害うｊｉＥﾉ濁苦

柏巾智子

こ
の
夏
８
月
咀
日
～

型
日
の
ｎ
日
間
「
グ
ア
テ

マ
ラ
の
人
々
と
出
会
う

旅
」
に
、
鈴
鹿
昭
弘
さ
ん
、

柏
崎
邦
子
さ
ん
、
海
野
出

愛
紗
さ
ん
、
古
城
｜
一
一
登

さ
ん
、
杉
本
唯
泉
さ
ん
が

行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
訪
れ
た
所
は
主

に
、
首
都
に
あ
る
コ
ニ
ッ
ク

と
コ
ナ
ピ
グ
ア
の
事
務

所
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
３
つ
。
こ
の
２
月
に
土

地
を
手
に
入
れ
た
ば
か

り
の
コ
ニ
ッ
ク
の
サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
・
ア
テ
ィ
ト
ラ
ン
の
農
（

民
組
織
、
少
し
》
前
に
秘

密
墓
地
発
掘
を
行
っ
た

ば
か
り
の
コ
ナ
ビ
グ
ア
の

サ
キ
タ
カ
村
、
そ
し
て
輸

出
向
け
野
菜
栽
培
を
行

っ
て
い
る
ヨ
ー
ッ
ク
の
パ
キ
ブ

村
で
す
。
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
共
に
、
様
々
な
課
題
、

困
難
等
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ア

テ
ィ
ト
ラ
ン
で
は
、
去
年
ｎ
月
に
来
日
し
た
デ
ィ
エ

ゴ
市
長
と
も
会
い
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
訪
日
の
際
に
学
ん
だ
こ
と
を
、
村
の
政
策
・

運
営
に
大
い
に
役
立
て
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

こ
こ
に
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
報
告
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
鈴
鹿
昭
弘
さ
ん

結
論
か
ら
言
う
と
、
今
回
グ
ア
テ
マ
ラ
に
初

め
て
行
っ
て
、
色
ん
な
意
味
で
自
分
の
「
知
ら

な
さ
」
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
３
日
目
の
移
動

中
に
石
川
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
時
、
最
終
曰
に

専
修
大
学
の
狐
崎
先
生
に
お
聞
き
し
た
時
、
現

状
を
理
解
す
る
た
め
の
情
報
源
や
能
力
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン

語
の
で
き
な
い
僕
に
は
、
誰
か
が
取
捨
選
択
を

し
て
紹
介
し
て
く
れ
る
情
報
を
も
ら
う
の
で
は

な
く
、
自
分
が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
ま
だ
で
き
な
い
と
い
う
、
自
分

自
身
の
現
状
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。

初
め
て
訪
れ
た
グ
ア
テ
マ
ラ
、
そ
こ
で
見
た

も
の
・
聞
い
た
も
の
．
感
じ
た
も
の
は
、
グ
ア

テ
マ
ラ
の
一
つ
の
部
分
に
過
ぎ
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
日
本
に
い
て
は
な
か
な
か
触
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
情
報
も
少
し
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

グ
ア
テ
マ
ラ
で
先
住
民
族
も
非
先
住
民
族
の

人
も
調
和
し
、
命
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

生
活
が
実
現
す
る
の
に
、
自
分
に
は
何
が
で
き

る
の
か
。
こ
れ
を
知
り
実
行
す
る
こ
と
が
、
僕

の
個
人
的
な
願
い
で
す
。
今
回
の
グ
ァ
テ
マ
ラ

の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
自
分
に
必
要
な
こ
と

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た
出
会
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
の
勉
強
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

★
柏
崎
邦
子
さ
ん

「
人
々
と
出
会
う
旅
」
に
は
、
退
職
後
ず
っ

と
行
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
今
回
つ
い
に
参
加
。

現
地
で
は
現
地
食
を
基
本
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

大
衆
食
堂
、
露
店
等
で
食
べ
、
ト
イ
レ
は
炎
天

下
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
ド
ア
替
わ
り
に
し
た

も
の
も
あ
っ
た
。
コ
ナ
ビ
グ
ア
の
サ
キ
タ
カ
村

で
の
、
サ
ン
ホ
セ
ポ
ア
キ
ル
副
市
長
の
言
葉
が

心
に
残
る
。
「
グ
ア
テ
マ
ラ
は
９
０
％
が
貧
し
い
。

内
戦
の
被
害
も
あ
り
、
皆
少
し
で
も
良
く
な
る

よ
う
に
奔
走
し
て
い
る
。
日
本
の
援
助
は
こ
の

よ
う
に
貧
し
い
と
こ
ろ
へ
も
届
く
よ
う
に
し
て

欲
し
い
と
、
伝
え
て
ほ
し
い
。
」
切
実
な
願
い
だ
。
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★
グ
ァ
テ
マ
ラ
の
新
聞
へ
の
意
見
広
告
掲
載
だ
け

雛
で
は
な
く
、
日
本
政
府
に
黙
っ
て
い
る
時
で
は

旅
な
い
と
思
っ
た
。

ぅ
デ
コ
ポ
コ
の
急
な
山
路
を
変
え
る
車
窓
か
ら

雌
は
、
群
生
の
山
脈
が
見
え
、
そ
の
美
し
さ
に
先

と
住
民
族
の
厳
し
い
生
活
を
忘
れ
そ
う
に
な
る
。

』Ｍ１仙加悩帆鮴脈Ⅷ州催舳柞剛則湘枇Ⅷ
う
る
事
は
な
い
の
か
、
家
か
ら
畑
ま
で
の
時
間
は

《どのくらいかかるのか、将来農機具（小型）
ア
は
使
え
る
の
か
、
な
ど
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

グ
現
在
も
厳
し
い
土
地
問
題
。
子
供
の
成
長
時

★
に
は
土
地
不
足
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
。
合
意
後

は
、
支
援
組
織
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
コ
ニ
ッ

ク
、
コ
ナ
ビ
グ
ア
ヘ
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
な

く
援
助
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

今
よ
り
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
。
今
回
、

こ
の
貴
重
な
旅
に
参
加
で
き
ま
し
た
事
、
心
か

ら
感
謝
致
し
ま
す
。

★
海
野
愛
絶
さ
ん

今
回
、
こ
の
旅
に
参
加
し
た
の
は
、
私
が
グ

ア
テ
マ
ラ
に
関
し
て
恐
ろ
し
く
無
知
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
大
学
で
、
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
先

住
民
の
社
会
や
生
活
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る

の
で
す
が
、
中
南
米
の
国
々
の
実
情
は
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
為
、
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
、
と

参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。
し
か
し
私
の
頭
の
中

で
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
は
「
中
米
」
で
は
な
く
「
南

米
」
に
あ
り
、
ペ
ル
ー
に
も
近
い
の
か
な
、
と

い
っ
た
状
態
で
し
た
。
そ
の
誤
り
に
気
が
付
い

た
の
は
出
発
の
一
週
間
前
。
さ
ら
に
、
現
地
の

行
く
先
々
で
は
人
々
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
・
活
動
し
て
い
る
人
々
の
経
済
状
況
は
苦
し

い
も
の
と
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

活
動
を
続
け
て
い
く
人
々
の
姿
を
み
て
、
目
か

ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
を
味
わ
い
ま
し
た
。
伝
統

的
な
生
活
様
式
が
経
済
的
に
苦
し
く
て
も
、
た

だ
黙
っ
て
耐
え
て
い
る
、
と
い
う
私
の
失
礼
な

思
い
こ
み
は
見
事
に
打
ち
砕
か
れ
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
今
回
の
旅
は
、
単
に
グ
ァ
テ

マ
ラ
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
の
人
々
の
生
活

に
触
れ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
環
境

に
あ
っ
て
も
人
間
は
そ
の
生
活
の
向
上
を
求
め

て
努
力
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
｜
人
一
人
の

声
は
小
さ
く
と
も
、
合
わ
さ
れ
ば
大
き
な
流
れ

に
、
力
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
他
生
き
て

い
く
と
い
う
事
に
つ
い
て
色
々
学
ん
だ
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
旅
を
今
後
の
研
究
に
十
分
に

活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ
た
分
、
好
奇
心
も
、
向

学
心
も
沸
い
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
意
義
な

旅
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
有
意
義
な
も
の

に
し
な
け
れ
ば
、
と
も
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

★
古
城
三
登
さ
ん

６
日
間
と
い
う
短
い
間
に
、
目
一
杯
ま
わ
れ

る
だ
け
ま
わ
っ
た
と
い
う
感
の
あ
る
た
び
だ
っ

た
。
組
織
の
最
上
部
で
率
い
る
人
か
ら
各
村
で

活
動
を
す
る
人
々
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
今
後
に
ど
う
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

「
あ
な
た
た
ち
に
は
こ
の
グ
ア
テ
マ
ラ
の
状

況
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
い
く
つ
か

の
村
で
出
た
の
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
ら
が
実
際
に
自
分
達
で
考
え
、
行

動
し
て
、
状
況
を
改
善
し
て
い
く
努
力
を
し
、

一
方
で
私
達
が
情
報
を
共
有
、
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
責
任

を
私
達
は
持
た
さ
れ
た
と
実
感
し
た
。

今
回
、
実
際
に
グ
ア
テ
マ
ラ
の
人
々
と
出
会

っ
て
、
文
章
で
知
る
だ
け
（
の
号
の
「
）
の
情
報
で

は
な
く
生
の
状
況
を
し
る
（
８
コ
。
Ｓ
「
）
こ
と
が

で
き
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
。
薪
で

の
調
理
や
、
雨
水
が
生
活
用
水
で
あ
る
こ
と
が

ど
こ
で
も
当
た
り
前
と
感
じ
、
首
都
の
ホ
テ
ル
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「

★グアテーマ蕨ラの人々と出会う 旅報告★
を
す
ご
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
た
ほ
ど
だ
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
語
だ
け
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
て

少
し
の
人
が
金
持
ち
で
多
く
が
貧
し
い
と
い
う
，
し
ま
う
と
、
把
握
で
き
ず
、
発
言
で
き
な
い
人

一
一
言
葉
を
実
感
し
た
。
各
さ
を
は
っ
き
り
感
じ
、

も
で
て
く
る
と
い
う
、
短
期
間
の
訪
問
者
と
し

無
力
感
も
覚
え
た
が
、
人
が
集
ま
っ
て
自
分
達
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

で
考
え
て
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

最
終
曰
、
現
地
で
通
訳
・
同
行
を
し
て
く
だ

－
を
間
近
で
み
て
力
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
に
ノ
さ
っ
た
石
川
智
子
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
見
て
欲

も
な
っ
た
。
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
し
い
と
こ
ろ
は
あ
る
け
れ
ど
」
と
、
短
期
間
の

う
。
こ
れ
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
の
状
況
を
伝
え
て
ツ
ア
ー
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、
ザ

い
く
事
以
外
に
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
キ
タ
カ
村
は
地
域
の
中
で
も
特
に
活
発
に
活
動

て
い
き
た
い
と
思
う
。

で
き
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
１
泊
で
訪
問

す
る
に
は
道
路
条
件
も
相
対
的
に
良
く
、
他
支

援
組
織
が
来
た
時
も
こ
の
村
が
選
ば
れ
、
他
の

★
杉
本
碓
史
・
ざ
ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
不
満
の
声
も
出
た
と
い
う
。

ま
ず
衝
撃
を
受
け
た
の
は
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
。

こ
の
よ
う
な
ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー
の
問
題
点
を
踏

本
場
で
も
、
メ
キ
シ
コ
で
食
べ
た
物
と
も
ま
た
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
現
場
を
訪
れ
る
意
義

違
う
。
地
域
に
よ
っ
て
も
様
々
と
聞
い
て
さ
ら
を
活
か
し
て
、
理
解
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

に
感
動
。
大
き
さ
、
厚
さ
、
色
、
味
。
当
然
だ
思
う
。

と
言
わ
れ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
け
ど
、
文

化
を
理
解
す
る
こ
と
は
多
様
性
を
認
識
す
る
こ

今
回
の
旅
で
、
彼
ら
が
自
身
の
問
題
を
世
間

と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
豊
か
さ
」
な
の
だ
ろ
う
に
「
語
る
．
伝
え
る
」
こ
と
の
で
き
な
い
状
況
を
目
の

と
改
め
て
感
じ
た
。

当
た
り
に
し
、
私
達
が
現
地
で
見
た
こ
と
や
間
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ィ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
「
代
弁
」
と
し
て
伝
え
な
け
れ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
の
は
、
質
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
こ
と
は
盛
じ
ま
し
た
。

問
す
る
時
は
、
参
加
者
↓
石
川
さ
ん
↓
ス
ペ
ィ
し
か
し
「
伝
え
る
」
と
い
う
作
業
に
も
責
任
が
伴

ン
語
を
話
せ
る
人
↓
そ
う
で
は
な
い
人
達
、
と
う
こ
と
も
感
じ
ま
す
。
自
分
の
見
た
こ
と
な
ん
て
、

伝
え
ら
れ
、
回
答
は
そ
の
逆
を
た
ど
る
こ
と
。
本
当
に
一
部
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
充
分
に
学

び
、
見
聞
を
広
め
、
検
証
を
し
て
そ
し
て
そ
れ
か

ら
責
任
を
の
あ
る
行
動
が
で
き
る
の
だ
、
と
思
い

ま
す
。私
は
今
回
初
め
て
同
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
手
際
が
悪
く
メ
ン
バ
ー
の
皆
に
も
、
運

営
委
員
や
石
川
さ
ん
に
も
ご
心
配
．
ご
迷
惑
お

掛
け
し
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
は
こ
の
旅
で
、

色
々
な
こ
と
を
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当
に

盛
謝
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
を
含
め
今
回
出
会

っ
た
素
晴
ら
し
い
人
々
と
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
と
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
形
で
繋
が
っ
て
い
き
た
い
な
と
思

い
ま
す
。
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グ
ァ
テ
マ
ラ
先
住
民
族
・
農
民
全
国

調
整
貝
会
Ｓ
ｇ
凸
Ｃ
・
コ
ニ
ッ
ク
）
は
、
様

々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
農
民
グ
ル
ー

プ
の
連
合
体
で
す
が
、
そ
こ
で
は
大
き

な
課
題
と
し
て
「
農
民
の
手
に
土
地

を
」
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
様
々
で
先
祖
伝
来

の
土
地
の
回
復
か
ら
、
政
府
機
関
で
あ

る
土
地
基
金
を
通
じ
て
の
鯛
人
、
農

園
労
働
者
の
未
払
い
賃
金
の
代
償
と

し
て
の
土
地
払
い
下
げ
な
ど
で
す
。

今
回
の
七
月
の
視
察
で
は
、
こ
う
し

た
土
地
獲
得
運
動
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
変
化
、
そ
の
中
で
の
コ
ニ
ッ
ク
の
役

割
、
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
を
検

討
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
訪
問

を
実
施
し
ま
し
た
。

グ
ァ
テ
マ
ラ
で
農
民
組
織
と
の
活
動

を
は
じ
め
て
、
も
う
８
年
ほ
ど
に
な
り

ま
す
。
内
戦
の
弾
圧
で
連
れ
あ
い
を
奪

わ
れ
た
女
性
た
ち
を
中
口
に
組
織
さ

れ
た
コ
ナ
ビ
グ
ア
と
同
様
に
、
自
分
た

ち
の
問
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
う
た
れ
、

そ
こ
か
ら
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
ト
ゥ
ク
ル
地
区

ア
ル
タ
ペ
ラ
パ
ス
県
の
ト
ウ
ク
ル
で
は
五
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
も
と
も
と
大

腿
図
が
広
が
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
住
む
ケ
ク
チ
の
人
々
は

農
園
労
働
者
と
し
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

コ
ニ
ッ
ク
に
参
加
す
る
中
で
、
自
分
た
ち
が
法
的
に
有
す

る
権
利
に
つ
い
て
知
る
こ
と
か
ら
、
未
払
い
の
労
働
賃
金

に
対
す
る
代
償
も
求
め
る
と
い
う
形
で
運
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
農
園
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
農
園
の
一
部
を
割
譲
さ
れ
る
形
で
土
地
を
手
に
し

た
の
で
す
。

ど
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も
こ
う
し
て
土
地
を
手
に

す
る
こ
と
で
寝
得
し
た
「
自
由
」
と
い
う
も
の
を
高
く
評

価
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
農
園
主
に
一
旨
わ
れ
る

ま
ま
に
、
身
体
の
調
子
が
悪
か
ろ
う
が
な
ん
だ
ろ
う
が
、

働
か
さ
れ
て
い
た
の
で
す
．
し
か
し
自
分
で
働
き
に
行
く

時
間
も
決
め
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
「
自
由
」
を
得
た
こ
と
、

こ
れ
が
最
も
大
き
な
変
化
だ
と
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
先
の
展
開
に
つ
い
て
は
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
コ
ー
ヒ
ー
価
格
が
暴
落
す
る
一
方
で
、
生
活
費
は

高
く
な
る
ば
か
り
で
以
前
と
比
べ
て
生
活
が
よ
く
な
っ

た
と
は
思
え
な
い
」

山
が
ち
で
、
な
お
か
つ
道
路
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
ト

ゥ
ク
ル
地
区
で
は
コ
ー
ヒ
ー
は
大
農
園
に
と
っ
て
も
、
小

愚
民
に
と
っ
て
も
重
要
な
現
金
収
入
源
で
す
。
し
か
し

そ
の
価
格
が
下
が
っ
て
以
来
、
そ
れ
に
依
存
し
て
い
た
多

く
の
農
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
新
し
い
作
物
の
導
入
は
、
ま
だ
ま
だ
試
験
的
な
段
階
布
几

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

叱Ａ

合砿既脈洲鑑硴鰕施溌撞馴幽鱗岼
ほ
と
ん
ど
土
地
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
ｓ

た
。
こ
う
し
た
若
い
世
代
を
中
心
に
新
し
い
土
地
運
動

も
既
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
土
地
運
動
の
第
二
世
代
と

で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
彼
ら
も
生
き
て
い
く

た
め
に
は
土
地
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
ト
ゥ

ク
ル
地
区
の
多
く
の
農
園
が
半
ば
放
棄
さ
れ
た
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
う
し
た
土
地
を
政
府
の
土

地
基
金
を
通
じ
て
鰯
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

●
コ
ス
タ

太
平
洋
岸
の
低
地
に
は
高
地
か
ら
土
地
基
金
を
通

じ
て
大
農
園
を
購
入
し
て
定
穀
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

土
地
運
動
以
前
は
、
ゴ
マ
の
景
気
が
よ
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
高
地
に
ご
く
わ
ず
か
し
か
土
地
を
持
た
な
い
多

く
の
農
民
が
借
地
を
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ゴ
マ
を
栽
培

し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
借
地
料
は
高
い
上
に
、
一
年

ご
と
の
契
約
で
家
を
構
え
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
農
園
の

一
角
で
の
掘
っ
建
て
小
屋
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
時
期
と
比
べ
る
と
、
土
地
を
獲
得
し
た
こ

と
で
、
自
分
の
家
を
構
え
、
自
分
の
土
地
で
働
け
る
よ
う

，



に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
十
分
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
得
る
こ
●
コ
ニ
ッ
ク
の
役
割

と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
点
で
生
活
は
大
き
く
改
善
さ
れ

．
ニ
ッ
ク
で
は
様
々
な
形
で
村
を
支
援
し
て
き
て
い
ま

ま
し
た
。

す
。
最
も
重
要
な
の
は
土
地
漉
得
の
プ
ロ
セ
ス
で
の
法

し
か
し
、
こ
こ
数
年
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
も
ゴ
マ
の
的
な
支
援
ま
た
組
織
的
な
支
援
な
ど
で
す
。
土
地
猿

価
格
も
低
迷
し
、
い
く
つ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
行
き
得
後
も
様
々
な
形
で
こ
う
し
た
支
援
を
継
続
し
て
い
ま

詰
ま
り
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
１
で
は
《
ノ
す
。

パ
パ
イ
ヤ
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
も
あ
り
ま
す
が
、
二
年

こ
う
し
た
組
織
強
化
は
、
村
の
改
善
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ

目
に
は
市
場
が
飽
和
し
て
、
以
前
は
仲
買
商
人
が
放
つ
テ
ィ
ー
レ
ペ
ル
で
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
大
き
な
意
味
を

て
お
い
て
も
買
い
付
け
に
き
た
の
に
、
も
う
誰
も
買
っ
て
持
っ
て
い
ま
す
。
黙
っ
て
い
て
も
政
府
が
整
備
し
て
く
れ

も
く
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。

る
よ
う
な
国
で
は
な
い
グ
ァ
テ
マ
ラ
で
は
、
住
民
が
様
々

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
米
国
へ
の
移
民
も
増
え
、

な
委
員
会
を
形
成
し
て
、
政
府
機
関
な
ど
に
要
請
を

エ
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
も
増
え
て
い
ま
す
。
土
地
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
実
現
さ
れ
て
い
き

手
に
し
た
も
の
の
、
農
業
で
は
生
活
を
改
善
し
て
い
け
ま
す
。
こ
う
し
て
よ
く
組
織
さ
れ
て
い
る
村
は
、
道
路
や

な
い
、
そ
う
し
た
矛
盾
に
直
面
し
て
い
る
の
で
す
。

麺
気
、
学
校
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
牛
を
導
入
し
て
成
功
し
つ
つ
あ
る
コ
ミ

そ
う
し
た
と
こ
ろ
と
は
反
対
に
、
土
地
獲
得
後
も
コ

ュ
ニ
テ
ィ
１
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
土
地
を
草
地
に
し
た
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｉ
の
強
化
が
で
き
ず
、
半
数
ぐ
ら
い
の
入
が

り
、
川
縁
の
共
有
地
に
放
牧
し
た
り
し
て
、
牛
の
頭
数
高
地
と
行
き
来
し
て
い
る
よ
う
な
村
で
は
、
結
局
要
請

を
増
や
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
牛
は
そ
れ
ほ
ど
価
格
の
変
動
書
を
出
す
こ
と
も
で
き
ず
、
何
年
も
前
か
ら
変
わ
ら
ぬ

が
大
き
く
な
い
上
に
、
あ
ま
り
手
間
も
か
か
ら
ず
、
お
金
ま
ま
、
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

が
強
要
に
な
っ
た
ら
い
つ
で
も
売
れ
る
、
そ
ん
な
利
点
が

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
村
の
中
で
子
牛
を
売
る
家
族
も

ま
た
コ
ニ
ッ
ク
で
は
九
八
年
の
ミ
ッ
チ
台
風
以
来
、
復

あ
れ
ば
、
チ
１
ズ
や
牛
乳
を
つ
く
っ
て
売
る
家
族
も
あ
輿
支
援
の
窓
ロ
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
な
ど
欧
米
の

詰
り
。
ま
た
牛
糞
は
前
ほ
ど
作
ら
な
く
な
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
大
型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
援
助
を
受
け
て
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

様
シ
畑
に
入
れ
ら
れ
て
有
槻
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
支
援
は
ど
う

榊
ま
す
。
こ
う
し
て
牛
を
中
画
に
い
く
つ
か
の
循
環
の
輪
が
も
あ
ま
り
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

と
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
姿
は
、
将
来
へ
の
可
能
性
を
患
じ
さ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
上
か
ら
降
っ
て
き
て
、
金
額
に

》
せ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
手
持
ち
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
だ
け

の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

★

●
レ
コ
ム
と
し
て

今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
視
察
は
、
コ
ニ
ッ
ク
の
メ
ン
バ

ー
と
村
を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
し
、
ま
た
そ
の
成
果

を
も
と
に
首
都
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ゴ
ニ
ッ

、
ク
の
活
動
に
若
干
で
も
今
回
の
結
果
を
反
映
し
て
い
こ
一

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
話
を
し
て
い
る
中
で
、
既
に
様
刊

々
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
改
善
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
見

え
て
き
ま
し
た
。
レ
コ
ム
と
し
て
も
報
告
書
も
提
出
し
、

今
後
の
改
善
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
患
ｃ
で
す
。

ま
た
レ
コ
ム
で
は
九
八
年
に
普
及
チ
ー
ム
と
の
活
動

を
い
っ
た
ん
終
了
し
、
二
○
○
一
年
か
ら
活
動
の
方
向

を
再
検
討
し
た
上
で
、
イ
サ
パ
ル
県
で
の
活
動
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
あ
ま
り
急
ぐ
こ
と
な
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
組
織
強
化
を
図
り
つ
つ
、
村
人
と
と
も
に
巧

村
の
改
善
案
を
作
り
、
そ
の
後
で
具
体
的
な
活
動
を
し
１

て
い
く
と
い
う
方
向
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
吻

成
果
が
う
ま
く
反
映
し
て
い
け
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
“”

す
。

ＯＳ

有
機
農
業
・
土
壌
保
全
・
女
性
グ
ル
ー
プ
で
の
共
同
で

の
野
菜
栽
培
な
ど
な
ど
、
ど
う
も
ニ
ー
ズ
も
は
っ
き
り
せ

ず
、
現
状
と
の
整
合
性
も
な
く
、
ど
う
や
っ
て
普
及
す
る

の
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
も
行
わ

れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
は
、
ド
ナ
ー
側
の
問
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
を
短
期
間
に
提
出
さ
せ
た
り
、
ド
ナ
ー
の

思
い
こ
み
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
希
望
し
た
り
と
。
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「
ク
ブ
ル
コ
市
の
先
住
民
の
た
め
に
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
識
字
教
育
の
教
材
を
印
刷
し
た
い
の
だ

が
、
資
金
が
な
い
」
と
い
う
声
が
グ
ア
テ
マ
ラ

・
バ
ハ
ベ
ラ
パ
ス
県
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
で

あ
っ
た
私
に
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
２
０
０
１
年

の
春
の
こ
と
だ
っ
た
。
ク
ブ
ル
コ
市
は
、
県
内

で
も
ラ
ピ
ナ
ル
市
、
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
チ
カ
フ
市
、

と
な
ら
ん
で
ア
チ
系
先
住
民
の
人
口
比
が
高

く
、
非
識
字
率
は
６
８
．
９
％
に
の
ぼ
る
（
二

○
○
○
年
、
Ｃ
ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ
）
。

正
直
言
っ
て
、
は
じ
め
は
そ
こ
に
高
い
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
疑
問
だ
っ
た
。
グ
ア
テ
マ

ラ
で
は
、
先
住
民
言
語
と
公
用
語
の
ス
ペ
イ
ン

語
の
両
方
を
学
ぶ
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
識
字
教
育
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
等
教
育
を
受

丑Ⅱ

〃
し
「
ノ
尼

は
、
内
戦
や
乾
季
の
季
節
労
働
に
よ
る
移
動
・

商
業
等
を
通
じ
比
較
的
ス
ペ
イ
ン
語
が
浸
透
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
食
っ
て
ゆ
く
た
め
の
言

語
」
（
ス
ペ
イ
ン
語
）
の
学
習
に
集
中
し
た
い
、

と
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
識
字
教
育
が
拒
ま
れ
る
現

象
も
見
ら
れ
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
た

マ
ヤ
言
語
の
表
記
法
が
や
や
複
雑
で
、
教
え
手

と
な
る
人
材
が
都
市
以
外
で
確
保
し
に
く
い
こ

と
も
あ
り
、
僻
地
に
住
む
ス
ペ
イ
ン
語
が
苦
手

な
貧
し
い
先
住
民
に
は
な
か
な
か
教
育
機
会
が

届
き
に
く
い
、
と
い
う
皮
肉
な
現
実
も
あ
っ
た
。

更
に
第
一
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
識
字
教
育
用
に
は
、

国
立
識
字
教
育
委
員
会
（
以
下
ｃ
ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｆ

Ａ
）
が
編
集
し
た
ア
チ
語
用
教
材
が
既
に
存
在

し
て
い
た
。

＊
＊

け
た
都
市
部
の
先
住
民
を

中
心
と
す
る
言
語
へ
の
意

識
の
高
ま
り
や
、
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
の
先
住
民
の
社
会

開
発
・
教
育
事
業
で
の
雇

用
拡
大
（
先
住
民
言
語
の

「
食
え
る
言
語
」
化
）
が

見
ら
れ
る
一
方
で
、
当
県

の
貧
し
い
人
々
の
間
で

と
も
あ
れ
、
ま
ず
話
を
聞
き
に
行
っ
て
み
た
。

教
材
の
印
刷
費
用
を
必
要
と
し
て
い
た
の
は
、

リ
フ
オ
ル
マ
ー
ダ
教
会
（
紙
幅
の
都
合
で
、
こ

の
教
会
の
地
域
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
確
認
過

程
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
）
の
下
に
あ
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
だ
。
当
教
会
は
慈
善
活
動
の
一
環
と
し
て
田

年
間
に
わ
た
り
、
ク
ブ
ル
コ
市
で
最
も
貧
し
い

山
間
の
エ
ン
バ
ル
セ
地
域
で
、
先
住
民
居
住
集

落
の
生
活
向
上
活
動
を
地
道
に
続
け
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
の
人
々
の
母
語
の
尊
重
と
教

育
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
市
の
主
な
教
会

と
協
力
し
あ
っ
て
、
聖
書
や
賛
美
歌
を
ア
チ
語

に
翻
訳
し
始
め
る
。
こ
れ
が
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
出

発
点
で
あ
り
、
や
が
て
市
の
先
住
民
が
貧
困
を

克
服
す
る
た
め
の
識
字
教
育
、
子
供
と
の
意
思

疎
通
に
不
自
由
す
る
小
学
校
教
員
を
対
象
と
す

る
ク
ブ
ル
コ
・
ア
チ
語
教
室
等
、
宗
教
上
の
目

的
を
超
え
た
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
重
要
な

活
動
の
ひ
と
つ
が
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
識
字
教
育

用
の
ク
ブ
ル
コ
・
ア
チ
語
教
本
の
作
成
で
あ

る
。
彼
ら
は
ク
ブ
ル
コ
・
ア
チ
語
が
、
ラ
ピ
ナ

ル
｜
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
チ
カ
フ
で
話
さ
れ
る
ア
チ

語
と
の
間
に
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
学
習
、
自
文
化
へ
の
愛
着
を
阻
む
ほ
ど
の
差

異
を
呈
す
と
言
う
。
だ
か
ら
マ
ヤ
言
語
学
院
（
Ａ

I/bｌ７５SDAlR1HAl1１
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Ｌ
Ｍ
Ｇ
）
等
が
ア
チ
語
の
「
標
準
」
と
す
る
ラ

ピ
ナ
ル
・
ア
チ
語
で
は
な
く
飛
地
元
の
言
語
に

こ
だ
わ
る
の
だ
。
さ
て
原
稿
が
完
成
し
ｃ
ｏ
Ｎ

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ
か
ら
内
容
の
承
認
も
受
け
た
も
の

の
、
教
本
を
印
刷
す
る
費
用
が
な
い
と
い
う
困

難
に
直
面
し
て
あ
ち
こ
ち
伝
を
あ
た
る
う
ち

に
、
私
の
と
こ
ろ
に
話
が
来
た
わ
け
で
あ
る
。

経
験
的
に
は
、
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ

れ
は
意
義
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
ま

ず
日
々
の
労
働
が
あ
り
、
ま
た
地
元
の
言
語
を

中
心
に
生
活
し
て
い
る
ク
ブ
ル
コ
の
僻
地
の
先

住
民
の
成
人
に
と
っ
て
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育

は
単
な
る
読
み
書
き
の
み
な
ら
ず
、
新
た
に
ス

ペ
イ
ン
語
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
指

針
と
な
る
「
母
語
」
が
、
愛
着
が
あ
り
日
常
使

わ
れ
て
い
る

の
と
違
う
「
ア

チ
語
」
で
あ

れ
ば
、
自
信

も
持
て
ず
学

習
に
支
障
を

き
た
し
て
し

ま
う
。
当
市

で
は
か
っ
て

ラ
ピ
ナ
ル
。

ア
チ
語
の
教
材
で
識
字
教
育
を
行
い
、
多
く
の

参
加
者
が
学
習
の
困
難
か
ら
識
字
教
室
を
中
退

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら
識
字
最
重
点

地
域
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
市
で
は
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
識
字
教
育
が
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
バ
ハ
ペ
ラ
パ
ス
県
Ｃ
ｏ
Ｎ
Ａ

Ｌ
Ｆ
Ａ
も
今
回
作
成
さ
れ
た
ク
ブ
ル
コ
・
ア
チ

語
教
材
の
使
用
に
積
極
的
だ
っ
た
。
第
２
に
こ

の
教
会
に
は
、
通
常
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

寄
り
付
か
ず
、
教
員
も
定
着
せ
ず
に
し
ば
し
ば

小
学
校
が
休
校
状
態
と
な
る
よ
う
な
エ
ン
バ
ル

セ
地
域
で
、
非
信
者
を
含
め
た
小
規
模
生
活
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
っ

た
。
彼
ら
は
識
字
教
育
事
業
に
意
欲
的
で
、
最

低
月
に
１
度
は
各
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う

シ
ス
テ
ム
と
僻
地
で
識
字
教
室
の
教
え
手
に
な

り
う
る
人
材
を
用
意
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ブ
ル
コ
・
ア
チ
語
は
当

市
を
中
心
と
す
る
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
流
通

し
な
い
言
語
な
の
も
事
実
だ
。
そ
れ
は
ラ
ピ
ナ

ル
・
ア
チ
語
も
同
様
だ
と
い
う
論
も
成
り
立
つ

が
、
政
治
経
済
的
発
展
で
は
ク
ブ
ル
コ
に
先
ん

じ
た
ラ
ピ
ナ
ル
の
勢
力
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
先

住
民
運
動
や
教
育
面
で
表
に
立
つ
ア
チ
系
先
住

民
の
多
く
は
、
ラ
ピ
ナ
ル
出
身
で
あ
っ
た
。
ク

ブ
ル
コ
市
の
先
住
民
集
落
の
小
学
校
に
職
を
得

る
の
も
、
ラ
ピ
ナ
ル
出
身
の
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
」

教
員
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
」
の
認
定
制
度
も
ラ
ビ
ナ
ル
・
ア
チ
語
が
基

準
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
先
住
民
運
動
の
拡
大

に
と
っ
て
、
あ
る
い
は
人
口
規
模
上
主
要
な
先

住
民
言
語
集
団
で
な
い
た
め
に
政
府
や
国
際
機

関
の
関
心
を
引
き
に
く
い
ア
チ
系
先
住
民
の
利

害
関
心
に
と
っ
て
、
ク
ブ
ル
コ
の
ラ
ピ
ナ
ル
か

ら
の
異
化
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
外
国
人
に
は
関
わ
り
方
が
難
し

い
問
題
で
あ
る
。

＊
＊

こ
れ
ら
の
事
情
を
検
討
し
て
い
た
頃
、
「
小

さ
な
ハ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
制
度

を
知
っ
た
。
こ
れ
は
青
年
海
外
協
力
隊
の
隊
員

が
、
配
属
先
で
の
業
務
と
は
別
に
、
現
地
に
ニ

ー
ズ
の
あ
る
小
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し

て
、
日
本
か
ら
の
民
間
支
援
の
橋
渡
し
を
担
う

制
度
で
あ
る
。
隊
員
を
通
じ
て
案
件
が
申
請
さ

れ
る
と
、
そ
れ
に
関
心
を
も
っ
た
団
体
や
個
人

が
支
援
を
申
し
出
る
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て

い
る
。
標
準
化
か
否
か
、
と
い
っ
た
大
掛
か
り

な
言
語
政
策
に
触
れ
ず
、
現
状
で
は
教
育
機
会

に
利
す
る
こ
と
の
最
も
難
し
い
人
々
に
支
援
を
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案
件
の
作
成
を
協
議
す
る
際
に
は
、
日
本
の

支
援
者
の
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

私
自
身
の
考
え
に
加
え
、
「
日
本
人
支
援
者
の

価
値
観
」
の
最
小
公
約
数
の
部
分
を
想
像
し
よ

う
と
努
め
な
が
ら
、
意
見
を
述
べ
た
。
例
え
ば
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
「
小
学
校
教
員
へ
の
研
修
や
、
商
売

等
で
地
元
の
先
住
民
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
副
え
る

よ
う
ア
チ
語
を
学
び
た
い
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
人
々

の
教
材
と
し
て
も
印
刷
し
た
い
」
と
希
望
し
た

が
、
私
は
、
「
他
言
語
へ
の
適
応
力
も
あ
る
若

い
将
来
の
世
代
の
教
育
や
、
地
域
言
語
と
し
て

の
ク
ブ
ル
コ
・
ア
チ
語
の
普
及
ま
で
は
推
進
で

き
な
い
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
教
材
な
く

し
て
は
い
か
な
る
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
困
難

と
な
る
僻
地
先
住
民
集
落
の
成
人
識
字
教
育
に

対
象
に
、
協
力
範
囲
を
絞
っ
た
。
も
し
予
め
ド

ナ
ー
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
ド
ナ
ー
と
現
地
の

意
図
の
す
り
合
わ
せ
が
可
能
か
と
も
思
う
の
だ

が
、
今
回
は
広
く
相
手
を
探
し
て
、
お
互
い
の

経
緯
を
詳
し
く
知
り
合
う
間
も
な
い
「
お
見
合

い
」
方
式
だ
。
民
間
支
援
で
は
、
「
支
援
し
よ

う
」
と
い
う
誰
か
の
思
い
が
、
明
ら
か
に
存
在

届
け
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
小
規
模
の
民
間
支

援
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、
申
請
へ
の
協
力
を

決
め
た
。

じ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
私
は

申
請
案
を
め
ぐ
り
議
論
を
重
ね
た
が
、
今
思
え

ば
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
正
当
性
に
つ
い
て

説
明
し
た
り
、
諸
々
の
変
更
を
迫
ら
れ
た
り
し

た
時
の
対
応
の
基
礎
づ
く
り
に
役
立
っ
た
。

＊
＊

申
請
の
結
果
、
日
本
へ
レ
ン
・
ケ
ー
フ
ー
財
団

か
ら
支
援
を
頂
き
、
３
５
０
人
分
の
識
字
教
材

の
印
刷
が
完
了
さ
れ
た
。
２
０
０
２
年
４
月
に

識
字
教
室
が
開
始
さ
れ
、
教
育
の
機
会
が
与
え

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
集
落
で
は
今
で
も
聴
講
者

が
増
加
し
続
け
、
教
師
の
都
合
で
休
講
が
続
く

と
何
時
間
も
か
け
て
市
の
中
心
ま
で
学
習
者
達

が
陳
情
に
や
っ
て
く
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
だ
と
い

す
る
わ
け

で
、
「
お
見

合
い
」
方

式
で
は
申

請
案
の
絞

り
込
み
が

甘
い
と
、

支
援
者
の

意
図
と
実

施
段
階
で

ず
れ
が
生

』（ノ。支
援
を
頂
い
た
、
日
本
へ
レ
ン
・
ケ
ー
フ
ー
財

団
は
戦
後
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
の
訪
日
を
機

に
盲
聾
・
肢
体
不
自
由
者
な
ど
心
身
障
害
者
の

社
会
的
福
祉
増
進
と
心
身
障
害
の
防
止
を
目
的

と
す
る
事
業
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
社
会

福
祉
法
人
で
あ
る
。
設
立
５
０
周
年
を
記
念
す

る
際
、
ど
う
せ
な
ら
何
か
社
会
的
貢
献
が
残
る

よ
う
な
事
業
を
、
と
当
財
団
と
職
員
有
志
の
方

々
が
資
金
を
出
し
合
い
、
途
上
国
の
４
つ
の
小

規
模
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
た
。
そ
の

１
つ
が
今
回
の
識
字
教
材
の
印
刷
だ
っ
た
当
小

さ
な
ハ
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
隊
員
の

方
が
地
域
に
実
際
に
い
ら
し
て
、
地
域
の
細
や

か
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
案
件
を
あ
げ
る
。
そ

こ
に
私
達
の
仕
事
と
何
か
、
こ
う
共
通
す
る
も

の
を
感
じ
た
ん
で
す
よ
。
」
当
財
団
盲
人
救
護

施
設
平
和
寮
長
山
本
卓
氏
か
ら
そ
ん
な
お
言

葉
を
聞
い
た
の
は
、
協
力
隊
の
任
期
を
終
了
し
、

帰
国
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

気
持
ち
に
た
っ
た
民
間
の
支
援
が
、
国
の
規
模

で
は
対
応
し
に
く
い
、
地
域
の
社
会
的
弱
者
に

届
く
よ
う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
た
経
験

は
、
と
て
も
勉
強
に
な
る
と
同
時
に
大
き
な
喜

び
だ
っ
た
。
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六
月
三
○
日
に
行
わ
れ
た
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
大
統
領
選
挙

で
人
々
を
驚
か
せ
た
の
は
、
得
票
率
一
位
の
Ｍ
Ｎ
Ｒ
〈
革
Ｆ

命
的
国
民
運
動
）
に
わ
ず
か
一
・
五
％
と
い
う
僅
差
、
二

○
・
九
船
と
い
う
得
票
率
で
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
富
。
ご
｛
・
旦
呂
８
巳

、
Ｃ
ｓ
呂
自
◎
社
会
主
銭
運
動
）
と
い
う
先
住
民
系
左
派

政
党
が
第
二
党
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
を
率
い
る
の
は
前
下
院
鏑
員
で
ゴ
チ
ャ
パ
ン

バ
県
の
コ
カ
生
産
地
域
の
農
民
を
代
表
す
る
リ
ー
ダ
で

も
あ
る
エ
ヴ
ォ
・
モ
ラ
ー
レ
ス
で
あ
る
。

ま
た
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
の
Ｃ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
（
農
民
労
働
者

統
一
組
合
連
合
）
を
率
い
る
ア
イ
マ
ラ
系
の
フ
ェ
リ
ペ
・
キ

ス
ペ
を
大
統
領
候
補
に
掲
げ
た
Ｍ
Ｉ
Ｐ
（
パ
チ
ャ
ク
テ
ィ

先
住
民
運
動
〉
も
六
％
の
得
票
率
で
、
五
位
に
位
置
し

た
。

エ
ヴ
ォ
・
モ
ラ
ー
レ
ス
も
フ
ェ
リ
ペ
・
キ
ス
ペ
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
基
盤
組
織
だ
け
に
支
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

学
生
な
ど
左
派
系
の
支
持
者
や
先
住
民
の
票
を
集
め

た
と
思
わ
れ
、
ラ
パ
ス
県
で
は
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
二
二
．
四
パ
ー

★
セ
ン
ト
、
Ｍ
Ｉ
Ｐ
は
一
七
・
七
の
得
票
卒
、
コ
チ
ャ
パ
ン
バ

挙
県
で
は
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
得
票
率
は
３
７
．
６
％
に
も
達
し
て
い

繩
る
。
〈
数
字
に
関
し
て
は
ロ
胃
、
。
］
ａ
号
九
ペ
ー
ジ
の

糠
記
事
を
参
照
）

ａ
し
か
し
選
挙
後
の
連
立
を
巡
っ
て
の
う
ご
き
の
中
で

叩
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
早
々
と
野
党
と
し
て
の
立
場
を
表
明
し
、
八

部
月
四
日
に
行
わ
れ
た
議
会
で
の
決
選
投
票
の
結
果
、
左

一
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
大
統
領
選
挙
て
そ
の
後

宮
ｂ

Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

白０》四延和べ圷侭ぺぷご知却ふくべぃ⑭雨回幻、『釦画面輌西祠四『叔旬芯凹■細田

ロ
サ
ー
ダ
政
権
は
就
任
後
、
積
極
的
に
様
々
な
組

織
と
の
接
触
を
続
け
、
行
き
詰
ま
り
と
な
っ
て
い
る
問
題

解
決
の
糸
ロ
を
探
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
コ
カ
問
題
で
あ
る
。
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
で
は
八

九
年
か
ら
不
法
コ
カ
栽
培
を
根
絶
す
る
た
め
の
政
策

を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
コ
カ
の
栽
培
が
続
く
一
方

で
コ
カ
農
民
と
の
衝
突
は
絶
え
な
い
。
今
年
の
一
月
に

も
サ
ヵ
パ
の
コ
カ
市
場
の
閉
鎖
を
巡
っ
て
警
察
・
農
民
側

に
と
名
の
死
者
を
出
し
、
そ
の
欝
任
を
巡
っ
て
エ
ヴ
ォ
は

識
員
を
罷
免
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
ロ
サ
ー
ダ
政
権
は
九
月
一
三
日
に
、

は
じ
め
て
大
統
領
と
し
て
直
接
に
コ
カ
農
民
と
の
交
渉

に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
交
渉
は
一
○
月
の
第
一
週

の
時
点
で
は
ま
だ
続
い
て
お
り
、
ポ
リ
ヴ
ィ
ア
の
コ
カ
の

流
通
に
関
す
る
調
査
、
コ
カ
栽
培
地
域
の
非
軍
事
化
、

代
替
開
発
の
問
題
な
ど
が
鍛
論
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
カ

の
根
絶
に
関
し
て
ど
の
よ
う
は
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ

る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

ポ
リ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
コ
カ
根
絶
政
策
な
ど
に
つ
い
て

は
三
ｓ
茎
乏
乏
乏
・
苦
一
Ｐ
Ｒ
頃
ロ
］
の
Ｃ
己
、
言
胃
三
○
員
自

一
一
○
・
目
圏
己
○
自
国
具
冒
会
①
。
冨
冒
局
”

な
ど
が
参
考
に
で
き
る
。

派
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
（
革
命
的
左
翼
運
動
〉
と
連
合
し
た
Ｍ
Ｎ

Ｒ
（
革
命
的
国
民
運
動
）
の
サ
ン
チ
ェ
ス
ロ
サ
ー
ダ
が
再

び
大
統
領
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
二
期
目
は
一
九
九

三
年
か
ら
九
七
年
）

大
統
領
就
任
後
の
動
き

こ
れ
以
外
に
も
東
部
低
地
で
の
大
農
民
か
ら
小
農

民
も
含
め
た
銀
行
債
務
の
操
り
廷
ぺ
問
題
な
ど
、
解
決

を
迫
ら
れ
て
い
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

布

任
期
当
初
か
ら
、
反
発
し
た
農
民
組
織
な
ど
か
ら
血

の
道
路
封
鎖
を
受
け
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
政
椎
基
盤
す》

ら
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
一
○
月
は
ロ
サ
ー
ダ
政
権
に
と
っ

て
は
最
初
の
正
念
場
で
あ
ろ
う
。
（
青
西
靖
夫
〉

一
方
の
フ
ェ
リ
ペ
・
キ
ス
ペ
は
、
「
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
に
い
る

方
が
、
錨
会
で
座
っ
て
識
論
を
聞
い
た
り
、
委
員
会
に
で

て
い
る
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
い
い
。
自
分
は
金
を
稼
ぐ
た
め
に

選
ば
れ
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
兄
弟
た
ち
の
た
め
に

働
く
た
め
に
来
て
い
る
の
だ
」
と
、
議
員
生
活
に
う
ん
ざ

り
し
た
発
言
な
ど
も
し
て
い
る
が
、
九
月
二
九
日
や
は

り
政
府
側
と
の
交
渉
を
始
め
た
。

フ
ェ
リ
ペ
・
キ
ス
ペ
は
農
民
組
織
の
代
表
と
し
て
、
農

牧
大
臣
他
を
、
ラ
パ
ス
か
ら
一
○
○
キ
ロ
ほ
ど
の
電
気

も
水
も
な
い
ア
マ
ウ
ア
ヤ
と
い
う
村
に
迎
え
入
れ
、
チ
ュ

ー
ニ
ョ
や
リ
ャ
マ
肉
な
ど
地
元
料
理
で
歓
待
？
し
た
。

こ
の
姿
は
是
非
で
次
の
ア
ド
レ
ス
で
見
て
も
ら
い
た
い
。

彦
弓
ミ
８
．
ｍ
目
ｏ
団
・
回
の
ｓ
ｓ
】
Ｓ
Ｃ
ｌ
ｍ
８
昏
冒
耳
只
ｇ
ｇ
ｇ
届
へ

こ
の
会
識
の
中
で
、
農
民
組
織
側
は
先
住
民
の
た
め

の
社
会
保
障
、
先
住
民
の
た
め
の
大
学
の
設
鼠
、
農
村

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
村
教
員
の
待
遇
改
善
な
ど
に
加

え
、
自
由
貿
易
協
定
の
拒
否
な
ど
提
案
。
以
上
の
よ
う

な
テ
ー
マ
は
持
ち
帰
ら
れ
、
一
○
月
末
を
め
ど
に
検
討

さ
れ
た
上
で
、
大
統
領
と
の
直
接
の
会
談
が
設
定
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1４
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蕊

問
い
の
立
て
方
を
間
違
う
と
求
め

る
答
は
永
久
に
得
ら
れ
な
い
。
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
映
画
は
か
つ
て
存
在

し
、
今
後
も
存
在
し
続
け
る
か
と

・
ソ

自
答
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
是
と
自

問
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
も
そ
も

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
」
「
映
画
」
と
は

い
か
に
定
義
さ
れ
る
の
か
？
問
い
の

立
て
方
を
間
違
っ
て
い
な
い
か
と
不

安
に
駆
ら
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、

純
然
た
る
国
家
名
を
冠
し
て
「
エ
ル

・
サ
ル
バ
ド
ル
映
画
は
存
在
す
る

か
」
と
問
う
方
が
い
く
ぶ
ん
気
は
楽

で
あ
る
〈
答
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
出
そ

う
だ
し
）
。
と
は
い
え
こ
の
国
で
、
在

米
十
在
豪
同
胞
推
定
二
百
万
の
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
に
多
く
を
期
待
す

る
傾
向
は
官
民
挙
げ
て
強
ま
る
ば

か
り
〈
米
国
独
立
記
念
日
を
三
ル

サ
ル
移
民
の
日
」
と
し
て
祝
う
患

覚
！
）
。
一
方
、
紙
切
れ
に
書
き
つ

け
ら
れ
た
文
字
が
す
べ
て
詩
や
小

説
に
転
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う

に
、
録
画
技
術
が
容
易
に
な
っ
た
お

か
げ
で
大
量
に
排
出
さ
れ
る
ビ
デ

オ
画
像
を
直
ち
に
映
画
（
映
画
芸

術
Ⅳ
）
と
み
な
す
わ
け
に
も
ゆ
か
な

い
。

そ
う
、
い
ま
エ
ル
サ
ル
映
画
な
い
し
エ
ル
サ
ル
映
画
人

の
可
能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
の
は
、
監
督
・
製
作
者

が
米
国
に
そ
の
〈
少
な
く
と
も
仕
事
の
）
拠
点
を
置
く

例
が
ほ
と
ん
ど
．
撮
影
手
段
の
み
な
ら
ず
上
映
形
魍
も

ビ
デ
オ
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
七
月
、
地
元
紙
に
三
日
続
け

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
さ
れ
た
監
督
パ
ウ
ラ
上
レ
デ
ィ

、
、
、

ア
の
場
合
、
優
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
に
与
え
ら
れ
る
米
国

エ
ミ
ー
賞
の
候
補
と
な
っ
た
こ
と
が
破
格
の
扱
い
を
許
し

た
よ
う
だ
。
た
だ
し
候
補
作
は
九
月
十
一
日
の
一
ヨ
ー
ョ

ー
ク
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
同
市
在
住
映
画

人
が
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
市
長
の
全
面
支
援
を
受
け
て
作
れ

ば
、
否
応
な
く
賞
の
ひ
と
つ
く
ら
い
自
然
に
寄
っ
て
も
来

よ
う
。
そ
の
辺
を
意
識
し
て
か
、
当
人
は
「
問
題
は
と
も

か
く
資
金
。
お
金
さ
え
あ
れ
ば
こ
こ
で
９
．
Ⅱ
追
悼
作
品

の
話
な
ん
か
し
て
な
い
わ
。
自
前
の
企
画
に
つ
い
て
話
し

て
い
る
わ
よ
」
と
紫
っ
気
な
い
。
そ
の
「
自
前
の
企
画
」
と

は
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
女
性
詩
人
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ナ
・
ス
ァ

レ
ス
（
一
九
○
’
一
‐
九
二
〉
の
生
涯
を
通
し
二
十
世
紀

中
米
史
を
語
る
試
み
と
い
う
。
な
お
こ
れ
ま
で
彼
女
の

、
、

手
が
け
た
作
品
が
本
国
で
公
開
さ
れ
た
気
配
は
な
い
。

さ
て
そ
の
七
月
四
日
、
首
都
の
ラ
イ
ブ
喫
茶
に
て
「
秒

、
、

民
の
日
」
記
念
作
品
一
一
本
が
公
開
さ
れ
た
．
や
は
り
Ｎ

Ｙ
在
住
の
若
手
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ア
マ
ヤ
に
よ
る
「
夜
明

け
の
沈
黙
」
（
同
一
、
一
一
①
ご
Ｃ
－
ｏ
１
⑦
一
四
己
昌
①
８
『
二
○
○
二

年
）
、
お
よ
び
今
年
一
月
、
一
九
三
一
一
年
農
民
蜂
起
刊

の
指
導
者
フ
ェ
リ
シ
ア
ノ
・
ア
マ
に
関
す
る
記
録
を
完
成
さ

せ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
プ
ロ
レ
ス
の
前
作
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」

（
国
◎
ョ
の
一
四
己
二
○
○
○
年
）
、
報
道
に
従
え
ば
い
ず
れ

も
米
国
製
。
米
国
移
住
組
の
若
者
た
ち
を
追
う
。
こ
と
元

に
前
者
は
監
督
自
身
の
記
憶
を
軸
に
内
戦
、
渡
米
、
十
肋辨

数
年
ぶ
り
の
帰
還
過
程
を
映
し
出
す
。
こ
う
し
た
、
言

わ
ば
「
亡
命
第
一
一
世
代
」
が
「
祖
国
」
と
出
会
う
ｌ
そ
れ

は
再
会
と
い
う
よ
り
初
め
て
の
出
会
い
に
近
い
ｌ
作
品

は
近
年
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
映
画
」
界
に
続
々
登
場
し
つ

つ
あ
る
。
前
回
紹
介
し
た
「
マ
ル
テ
ィ
ン
：
…
」
も
そ
の
一

本
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
チ
リ
や
ウ
ル
グ
ァ
イ
を

出
自
と
す
る
若
手
が
「
帰
還
」
に
取
り
組
む
の
は
理
の

た
と
え
ば
昨
年
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
小
さ
な
映
画
祭

に
参
加
し
た
「
う
な
じ
を
狙
え
」
（
団
一
＆
。
ｇ
盲
目
８
“

ロ
ド
リ
ゴ
・
プ
ラ
墨
二
○
○
○
年
）
は
、
今
や
人
気

絶
頂
の
ガ
エ
ル
君
が
亡
命
光
メ
キ
シ
コ
で
育
っ
た
ウ
ル
グ
｜

ア
イ
人
青
年
に
扮
し
、
軍
に
殺
さ
れ
た
父
の
仇
を
討
つ
巧

く
く
初
め
て
南
へ
帰
還
、
国
法
の
不
備
を
突
き
決
闘
に

訴
え
る
と
い
う
筋
立
て
．
短
編
な
が
ら
強
烈
な
印
象
を

残
す
。
監
督
は
六
へ
年
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
生
ま
れ
と
い
う

か
ら
ク
ー
デ
タ
時
に
は
五
歳
か
。
ベ
ッ
ド
の
下
に
隠
れ
た

少
年
の
、
床
を
這
う
目
線
が
父
親
の
倒
れ
込
む
姿
を
と

脱
線
つ
い
で
に
風
呂
敷
を
広
げ
よ
う
．
昨
今
日
本
で

人
気
上
昇
中
の
若
手
男
優
池
内
博
之
君
は
母
親
が
サ

ル
バ
ド
ル
人
だ
そ
う
で
あ
る
。
既
に
ア
ジ
ア
と
米
国
で
そ

れ
な
り
の
放
浪
歴
を
積
ん
だ
若
者
が
、
「
次
に
行
き
た
い

国
は
」
と
問
わ
れ
て
「
メ
キ
シ
コ
、
と
い
う
か
エ
ル
・
サ
ル
パ

ド
ル
」
と
答
え
て
い
る
（
某
雑
誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
。
母
の

故
郷
な
の
だ
が
自
分
に
は
内
戦
と
貧
困
の
イ
メ
ー
ジ
し



か
な
い
．
幼
い
頃
の
記
憶
も
薄
れ
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
街
に

ど
ん
な
人
々
が
生
き
て
い
る
の
か
見
当
が
つ
か
ず
、
改
め

て
こ
の
目
で
見
て
み
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
七
六

年
生
ま
れ
、
父
親
は
柔
道
家
と
あ
る
か
ら
協
力
隊
ペ
ピ

１
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

六
○
年
代
末
、
日
本
政
府
が
（
悪
名
高
き
）
米
国
？

ピ
ー
え
・
プ
Ｉ

平
和
部
隊
を
真
似
て
青
年
協
力
隊
を
発
足
さ
せ
た
と

き
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
派
遣
先
と
な
る
栄
誉
に

浴
し
た
の
は
「
親
日
国
」
「
中
米
の
日
本
」
と
も
て
は
や

さ
れ
る
エ
ル
・
サ
ル
パ
ド
ル
だ
っ
た
．
単
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
向
け
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
協
力
隊
史
上
こ
の
国
は

先
陣
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
エ
ル
サ
ル
ヘ
は
美
術
・
体

育
分
野
の
隊
員
派
遣
が
中
垣
〈
そ
の
ひ
と
り
が
若
き
安

藤
二
葉
氏
包
）
。
し
か
し
七
○
年
代
半
ば
現
地
情
勢
は

急
速
に
悪
化
、
七
八
年
の
イ
ン
シ
ン
カ
社
邦
人
社
長
誘

拐
事
件
を
機
に
い
わ
ゆ
る
在
留
邦
人
は
ほ
と
ん
ど
撤

退
、
大
使
館
は
閉
鎖
さ
れ
た
く
九
二
年
の
和
平
協
定
発

効
後
よ
う
や
く
再
開
〉
・
翌
七
九
年
に
は
全
面
内
戦
へ

と
突
入
す
る
。
つ
ま
り
ひ
と
つ
間
違
え
ば
、
か
の
池
内
青

年
も
内
戦
中
に
命
を
失
っ
た
何
千
何
万
の
子
供
た
ち

★
の
ひ
と
り
と
化
す
か
、
あ
る
い
は
孤
児
、
あ
る
い
は
ひ
ょ
っ

鋤とするとゲリラに身を投じていたかもしれないの
噸
で
あ
る
（
十
二
、
三
歳
で
「
山
」
に
入
っ
た
者
は
決
し
て
少

の
な
く
な
い
〉
。

１１ド
池
内
君
、
ス
ペ
イ
ン
語
は
「
話
せ
な
い
け
ど
言
わ
れ
て

駐
い
る
こ
と
は
大
体
わ
か
り
ま
す
」
と
同
じ
雑
蕊
に
語
っ
て

み
い
る
。
な
ら
ば
、
誰
か
心
あ
る
出
資
者
は
い
な
い
も
の

棚
か
？
日
本
土
ル
サ
ル
合
作
映
画
「
池
内
君
故
郷
へ
帰

★

る
」
！
帰
還
噺
と
し
て
は
五
番
煎
じ
く
ら
い
だ
が
、

，
日
本
外
交
‐
国
際
協
力
政
策
を
批
判
的
に
検
証
す
る

上
で
は
有
逢
蕊
で
は
な
か
ろ
う
か
。
七
八
年
当
時
と
同

様
、
日
本
社
会
の
一
般
常
識
に
は
エ
ル
・
サ
ル
パ
ド
ル
の

ェ
の
字
も
見
当
た
ら
な
い
今
日
、
二
十
代
の
売
れ
っ
子

が
主
役
を
務
め
て
く
れ
れ
ば
エ
ル
サ
ル
の
知
名
度
も
少

し
は
上
が
る
だ
ろ
う
．

現
日
本
大
使
は
植
民
地
時
代
の
目
玉
商
品
だ
っ
た

染
料
ア
ニ
ル
の
復
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ

は
そ
れ
で
結
栂
な
の
だ
が
、
和
平
後
満
十
年
を
経
て
、

そ
ろ
そ
ろ
大
使
館
閉
鎖
に
ま
で
至
っ
た
過
去
を
外
務
省

に
「
総
括
」
「
自
己
批
判
」
し
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
な

は
ず
。
フ
ジ
モ
リ
ム
ネ
オ
・
溶
陽
と
つ
な
が
る
体
質
は
決

し
て
昨
日
今
日
の
産
物
で
は
な
い
。
つ
い
最
近
も
、
当
地

で
意
気
投
合
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
記
者
（
彼
女
も
亡

命
経
験
者
）
か
ら
「
大
使
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
け
ど
、

日
本
大
使
館
っ
て
人
権
関
係
の
予
算
全
然
な
い
の
ね

え
」
と
呆
れ
ら
れ
た
．
彼
女
は
、
な
い
の
は
予
算
だ
け
と

は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
．
筆
者
は
こ
こ
で
何
も
人

権
関
連
予
算
を
増
や
せ
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

た
だ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
人
々
が
日
本
国
家
・
政
府
・

社
会
に
対
し
て
抱
く
妙
な
幻
想
な
い
し
期
待
は
も
う

破
ら
れ
て
よ
い
時
期
で
あ
る
。

再
び
、
エ
ル
サ
ル
映
画
は
可
能
か
。
あ
る
論
者
に
よ
れ

ば
、
一
九
三
○
年
代
、
ト
ー
キ
ー
技
術
の
到
来
と
と
も

、
、

に
、
ニ
ュ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
中
廼
だ
が
年
間
十
五
本
の
国
産

映
画
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
も
〈
皮
肉
な
こ
と
に
）
軍
政
は

映
画
製
作
に
好
意
的
だ
っ
た
．
七
二
，
八
五
年
の
間
に
は

長
短
と
り
ま
ぜ
四
百
本
近
く
が
製
作
さ
れ
た
と
の
指

摘
も
あ
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
内
戦
期
、
ラ
ジ
オ
・
ペ
ン
セ

レ
モ
ス
関
係
者
麺
の
手
に
よ
り
映
画
は
ゲ
リ
ラ
側
の
重

要
な
広
報
宣
伝
手
段
た
る
任
を
付
与
さ
れ
、
何
本
か

は
日
本
へ
も
届
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、
少

な
く
と
も
こ
の
小
さ
な
国
の
場
合
、
国
産
映
画
は
国
家

も
し
く
は
国
家
に
対
抗
す
る
存
在
が
自
ら
を
正
当
化

し
宣
伝
す
る
必
要
の
あ
る
と
き
可
能
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
見
え
る
。
ポ
ス
ト
内
戦
の
い
ま
、
誰
が
誰
に
向
か
っ

て
、
こ
の
国
家
の
何
を
正
当
化
し
宣
伝
す
る
必
要
が
あ

る
か
。
良
く
も
悪
く
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
使
命
を
越
え
て

映
画
が
存
在
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
小
さ
な
国
は

小
国
の
不
遇
を
ま
た
も
噛
み
し
め
る
こ
と
と
な
る
。

〈
八
月
三
十
日
記
飯
島
み
ど
り
）

お
詫
び
と
訂
正

、
、

連
載
第
七
回
本
文
中
、
興
業
と
あ
る
の
は
興
行
の
誤
り
で
す
．

蝋
１
一
九
一
一
一
二
年
蜂
起
お
よ
び
後
段
の
イ
ン
シ
ン
カ
応

事
件
に
つ
い
て
は
『
禁
じ
ら
れ
た
歴
史
の
狂
言
ｌ

中
米
に
映
る
世
界
の
影
買
現
代
企
画
室
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

☆
２
『
燕
た
ち
の
調
轡
員
集
英
社
）
参
照
。

☆
３
ラ
ジ
オ
・
ペ
ン
セ
レ
モ
ス
関
係
者
の
そ
の
後
の
動
向

に
つ
い
て
は
縞
を
改
め
て
報
告
し
た
い
。
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中南米ニュースワリツフ２００２年10月

活動家が殺される！｛◆コナピグアの
９月６日にキチェ県のＪｏｙａｂａｊでマヌエル・ガルシアさんが殺されました。彼は、これまでコナ

ピグア等の秘密墓地発掘活動に積極的に参加してきました。目がえぐり取られ、舌や耳、鼻が切り取られ、

頭を切り落とされるというむごい殺され方です。秘密墓地発掘という過去の人権侵害の真相の究明につな

がることに関わるとこういう目にあうというメッセージとの推測もできます。

更なる詳しい情報等が入手された場合は次号以降に掲載いたします。

◆ブラジルで左派大統領誕生か
ブラジルで10月６日に大統領選挙が行われた。左派で野党労働党（ＰＴ）のルイス・イナシオ・ルラ・

ダシルバ（56）が、46.44％3900万票を獲得した。二位のジョゼ・セーハ（23.20％）にかなりの差をつ

けている。が、１回目の投票で当選に必要な過半数がとれなかったために、今月27日に決選投票が行われ

る。ルラ・ダシルバが当選すれば、労働党が初めて政権をとることになる。

ルラと労働党は昨年経済プランを作ったが、これは経済界の主要企業からも支持を受けている。副大統

領候補であるジョゼ・アレンカールは自由党で繊維企業の重役を務めているというのも、中道寄りで穏健

化した姿勢を強調するのに役立っている。

今年６月１ＭＦからの30億ドルの借款については、債務不履行は行わないと明言しているが、同時に現在
の経済政策を続けるならば債務不履行に陥るだろうとも語っている。またルラ・ダシルパはラテンアメリ
カ自由貿易協定には反対の立場を取っている。

（WorldPressReview2002年10月7日より）

ヘラルデ牙判決が覆される◆グアテマラ
フアン・ヘラルデイ司教殺害（１９９８年４月）で有罪となった被告軍人３人が控訴していた件で、本

日10月８日グアテマラ上訴裁判所は昨年６月の有罪判決を無効とする判決が下された。

カトリック教会歴史的記憶の回復プロジェクト（レミー）を指揮して内戦中の人権侵害の真相究明を行
ったヘラルデイ司教は、１９９８年４月２８日、レミー報告書『グアテマラ.二度と再び』が発表された
二日後に惨殺された。これに対して３人の軍人（バイロン・リマ・オリーバ大佐、バイロン・リマ・エス
トラダ大佐、ホセ・オプドゥリオ・ピジャヌエバ）が殺害を計画・実行、そして司教を補佐していた司祭
（マリオ・オランテス）と賄い婦１人がそれに協力したとして裁判になったが、昨年６月に軍人３人に対
して懲役３０年、司祭に対して懲役２０年の判決が下りた。

これを不服として軍人３人が控訴していたが、今回はそれに対する判決が出たもの。－審判決が覆され
たことによって、裁判は再度振り出しに戻ることになる。

（グアテマラ大司教人権オフィスのコミュニケより2002年10月8日）

型南部に大被茗◆

に大きな被害が出た。

イシドアはカテゴリー３で、リリは中心風速90キロメートルという、めったにないカテゴリー４に認定
された。キューバでは8000の家屋が倒壊した。海岸部の小さな漁村は村ごと吹き飛ばされてしまったとい
う。被害がひどかったのはピナル・デル・リオ一帯で、タバコの収穫に大きな被害が出た。メキシコ政府
はユカタン半島の４５のコミュニティで緊急事態宣言を行った。キューバとメキシコ両方で60万人にのぼ
る人たちが避難した。国際赤十字が緊急支援を呼びかけている。

米国ではテキサスからルイジアナにかけて50万人に避難勧告が出され、このハリケーンによる被害は1億
ドルと言われている。

（CathoIicReliefServices2002/10/03,TERRANoticias2002/10/03より）

５０/Ｖｍ５４Ｉ/b/L７５‐１７‐
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る･会第１回曰時：１１月１６日位）１２，０～１５，０「いつでも夢:E」へ征･率廻ras6a

Ｃｌ/1,ZjijGF多芸LjSB/6'
●

望醐ｺﾞﾆｺ･～

ｉ局所:国181協力プラザ地下鉄曰比谷線｢広尾｣駅出□１東京都港区南麻布5-2-32第３２興和ピル1ＦＴ曰:O3-5423-O561
参加費：無料以後200Ｇ年４月まで第３土曜日映画の詳細等はＨＰ参照。日本ラテンアメリカ協力ネットワーク

http://ＷＷＷねaapccrg/rsco

●『写真展マヤの人々』（写輿家古谷桂信写蕊展）
■１０月３１日（木）～１１月６日（火）午前１０時～午後６時（日曜・祭日は休み）
大阪市北区中之島３－２－４ｔｅＩＯ６－６２０１－８０３４ｆｌｘＯ６－６２３１－２１２４

よるスライドトーク》＿
■１１月９．１０ＢＧ雷ごZ子大学の学園祭）午前１０時へ上R愛5時東京女子大学６号館

２－６－１

アサコムホール（朝曰鋼鞠大阪本社一階）

《１１月２日

東京醐冨並区善福寺６２０１，６２０２教室

1階ピロティー兵庫県宝塚市美幸■１１月１６日（土）～２４日（日）午前１０時~午後6時はんしん自立の家
２時凸合炉の論；＝】町ｌ１－１６ｔｅｌＯ７ｇ７－７Ｓ－７２１３

■１１月２６日ＣＡＯ～３０日〔土）午前９８寺､午後１０時(営業錆間Pﾛ）喫茶･居酒屋「風まかせ、人まか｛ごﾛ大阪市天王寺(目亟造本町
１２－１Ⅸ』/ｎｘｏ６－６７６８－１ａ４０

●『写真展湖水とともに生きる』－グアテマラのマヤ共同俸サンティアゴ・アティトランからの報告一
■１２月１曰（B)～１２月８日（B）午前９時､午後9時(最終日は午後5時まで）ラスタホー2ル(伊丹市生涯学習センター）＊)N曜日

【１２月８日（日）午後3時古谷桂信による言真解説】休館兵庫県伊丹市南野２－３－２５ｔｅｌＯ７２－７８１－８８７７
1弓ごもま］巨湖のnk涜慮．◆RmCOMではグアテマラで１２月[P句に琵琶湖とアティトラオ砥

自然資頑の持続的叡里に関達しにシンポジウム(ｸﾞｱﾃﾏﾗｼﾃｨ）や､サンティアゴ･アティトランでrｳｾﾐﾅｰも開催します。
●ニカラグアに行きませんか？新川志保子さんと行くニカラグア大西洋岸・人ﾉﾏと出会う旅１３日間（2003年１月１日～１３日暫定）
そんりさのグアテマラ・ニカラグアの記事でおなじみの新川さんと行くニカラグア・人ﾉﾏと出会う旅です。費用約２７万円ぐらい
ニカラグア大西洋岸自治地域を航閲します。詳細は１１月初切に確定予定です。ご鰯8Aある万はREOOM宛にお問い合わせください。

★コスタリカ・キネマ・カフェ１１月４日（月）１⑪H冑～京都教育文化センター京う回司嚇igP面京阪ﾌﾟﾛDAE町駅すぐ
http:"www2odn､nejpdKyObun/
第１部く上映会＞１３：30～『f剰験をZ「て/E国』（あいファクトリー）第２部く識寅会＞１５：10～早乙女愛（i軍隊をすてに国』プロデュ
ーサー）足立力也.(同アシスタントプロデューサー､通§の水島朝穗(早稲田大学鋼受溺法学）カレン･オルセン（元大統領夫人･コスタ
リカの母）

第３部く交流会＞１７：30～第１部・第２部前売券１０００円当日券１２００円前売券はホームページにて。、
コスタリカ・キネマ・カフェ実行委員会Ｏ７５－２１３－８５５４ｑ緊井）mstakO@hotmaiLcomhttpWWwvv3・toAlre&'mer．ｐ

★学習会「ペルーとフジモリ、そして日本～フジモリ政権下の人権侵害を考える～」１０月２８日（月）１９：００～２１：００
会錫:千代田区qｺUm2製センター５０１会雛室Ｇ雷穏B千代田区神【H錦ﾛﾛ３．２１１１，鬮TF電徒歩5が案内図：httpWWwwchiyodabl】Sin…oEjpIhDmehhnl

劃U圏:５００円Ｇ鰯計fＯ臓師：獲田ｌ尅旦(さるｌＥさよ）弁護土｡アム序ステイ日本を麹こ国凝人ｉ繊亜､。;§わるしフジモリB日溜露検Sr金融ローディネつ－
主催ｱﾑﾈｽﾞﾃｨ・インターナショナル日本/霞鼠人権H扇一ム【申し込み･剛1台わせ先】アムネステイ・インターナショ旨kﾙB本；霞［事密ﾜ１国畷ﾉq騒云ﾁｰﾑ
ＴＥＬＯ３－３５１Ｂ－ｅ７７７ＨｉＸＯＳ－３５１８－６７７８nnaiLinthlw@amnc副ＷＺｊＰ（１１月１６日にも園蟻のイベントを予定しロ,1弓電も鐡魁１

合わせください｡）

★識賞金ﾄﾞｮ露壌をづてたコスタリカ元pA蕊領夫人カレンさんと話そう」１１月３日（日）午911時30分‐B本教爾会館(千代田犀ﾂW3･神保HUKR徒
歩２分）

カレン･オルセン･デ･ﾌｨｹﾞｰﾚｽさん(コスタリカ７A[統鬮:ホセ･フイゲーレス氏GUI人)の03連れ合い)会費:大人･RF流１５００円､当日２０００円【P属R生１
０００円カレンさん招へい実行委員会函訪の森法律事務所気付ＴＥＬ:03.5287.3750rYlX:03.5浬7-3780）電諸でCD問い合わせは午後1時～5時

★謂演会「グアテマラ最読寵露Ｉ告と世界の先住民族の今後自決権とエンノやフメントに向けて」１１月２０日（水）午後６時半～9時
j場所旧ZD$h埣治一郎詫憲館３階会謹置国運人権萎團会失件民雄U､人j鱈調醸告壱ロドルフォ・スターベンハーゲン氏（ﾒ初大学院大学劉受.

（南｣鰯「六本木一丁目」出ロ１より徒歩５分／営団地下鉄曰比谷線・大江戸線｢六ｺﾛk｣出口５またはSより徒歩7分）駅からのi圏l頓は、

httWWwWima…Ⅲ酒iapan/tOIwD・Ｃｌ玉(Ｅhtmlを参照参血瞬：８００円（IAMDAR会員・ボラ万ｲｿは500円）連絡先：反差別国勝S麺､国
際事務局

oMADR-IS）（担当：森原、中村）、I:OBP弱867“７Fax､8-3586.7462Ｅｍ丑il:imadnB､血nadmumg（１０月２６日はグアＷﾗﾂｱｰ剰浩
会を予定｡）

この｢いんふあるましおん」掴への情報提供をお待ちしておりま魂発行日の１週間前までにお知らせください。

★事務所の開ｉ７ｆＢかM曽えました１１！これで事務所に立ち寄るのが便利になるねＩ

しておりました力（39WEに金蝿日と土曜日も

３時－９田
■

■ G:i鶴金曜日ぜて)､東京裏副漸へ]麹iし＜だざ,し鱒ﾘｆすることとなりました。

＜jEさいませ｡と士曜日に関して仁となる場合がございますの｡日露前に3引圃い合わせくださいｉ

★ﾚｺﾑ図露館-ﾗﾃﾂﾜﾒﾘ蝿鍵の霞籍･ﾋﾞﾃﾞｵ鍋)っ風1会員･圏餌､会風は鰹,側璽出し秘百可能６

入ってる?REcOMﾒｰﾘﾝｸﾞﾘスト'99…にｺｰﾌﾞﾙ遣ﾚｺﾑﾒｰﾘﾂｸﾘｽﾄ｡筆･周i読蓄閏の邇見交換､駆務園からの銅ら越方刀ﾒﾘｶﾆｭｰｽ露、

イ好yHFB報(ぞ六Jりざ5鰯N巴に掴】ﾖさｒｐぼかつたちのなど)、ラ刀ｱﾒﾘｶ鬮連Ｗ霞組憾騒などなど。申LjaみはｍｃＤｍ、ica.…｡O蛭冒減別会員･購圏諸U”lずれも

参h､可能でず）現圧、100名ぐらいの会輿･Hm醗寶(退会壱含動jOQ鯵１mしています６



先日身内の家庭に家族が－人増えました。正にこの世界に出てきたばかりです.

その子に触れ、抱いてみたくなった私は周りから、「ちょっとお-、落とさないでよ－1気をつけてよ－1大丈夫?!」

という声を背中に浴びつつゆっくりと抱きかかえてみました。小さくて、柔らかくて軽いのだけれど確かな重さが

あります。「手を滑らせて落としてしまったら一瞬で壊れてしまい、この命はあっという間に消えてしまうだろう｡」

という思いがぱっと頭に浮かび、緊眼してきました。同時に、その皿かいぬくもりと今私が抱いているこの腕の

中にある確かな物に対し、めいっぱいの命を感じました。体全体からその命の重みをずっしりと感じ取り、また

その命に直に触れているという感覚です。

久しぶりに感激しました。思いがけず人の命の尊さを、感じることで再潔議しました。

「そりやあ、あなた、命は尊いものでしょう。そんな事当たり前でしょう｡」と別の自分の声がしますが、そんな

「当たり前」の事を頭で思っても、感情で忘れていた気がします。（ヨシエ）
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胴の『そhﾘさ』の印刷縦作業は11月釦日出の予定です｡鋤､L雌ける万は醗伽仏
大震賦作業芒､邪ｈ芯でやれば察し<翻っていう間IごできてしまL'まず。

しコム･メーリンワリスト慧加のご票内:晨員､講読者は無料で醤､uできます｡登録L尼L､万は
Ｅ－ｍｑｉＩ：recom＠jcq・qpc・orgまでアドしス冠連絡下さい。

○
月
一
九
日
錘
行 ホームページのご票向しコムのホームベージが石ｈどｈリニューアlL1

http:〃wwwjcq・qpc・ｏｒg/recomノ

『そんりさ」バックナンバーの紹介

lli鰐繍三,ﾏ|溌瀧鰯夛Vol74ベネズエラ＆ブラジル
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レコムに入会(もしくは購読)すると､メーリングリストにも無料で参加できます。

入会したら、自己紹介メールを添えてrecom､Ucaapc・orgまでご一報を｡登録します。
レコムの活動は会員のみなさんによって支えられています。

☆郵便振替□座：ＯＯ１１０－７－５６７３ｇ６Ｂ本ラテンアメリカ協力ネットワーク
☆会員年８，０００円（学生5,000円）…会の運営総会での投票『そんりさ』,資料閲覧･貸出
☆賛助会員年１０，０００円（－口）…資料閲覧・貸し出し、『そんりさ』購読、総会への参加
☆『そんりさ』購読者年４０００円…『そんりさ』の購読、メーリングリスト参加可」
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／ﾚｺﾑ連絡先､
〒101-0061束京都千代田区三崎町2-13-5-205

事務所はＪＲ水道橋駅西口下車５分
ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ３－３２２２－Ｏ４３３

ｏお問い合わせは､E-MAlL･FAX･手紙もしく
＼は留蝿電話にﾒｯｾｰｼﾞをお願いしますソ


